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｣ヒ海Ri'止水座談輸壌蛾でテ 第9号 rTTl和43年9JJ

サ ソITの生前に関する即死 (節 [朝)

軟/生まれ系統群のIR魚の非合特性について

小体 喬 ･若生 允 内藤 政 治

(北海道Q,中央水産就験場) (北海逝才釧路水産試験場)

Studieson theLifeofthePacificSaury,CololabESSaira(BrevoorL)A

Ⅰ.Aggregativecharacteristicsofadultof

theautumn-spawnlng populatIOn

TakashllくoBAYASHJ,MakotoWakoandMasajlNATTO◆
(FIokkaz'doCe'ZLralFz'sherL'e†E∬perE'Nle/LEalSl(I/10")

'(HokL･L7L-do '̂LL∫/JtrOFis/'eI･LeSE3:PLJt'J〝e/〟(LLSLLZLto,I)

lnthenorthwesternPaclficOceanwestwardoll70nE..twodlfferentpcpulatlOnSOlsauryhiLVC

beendlStlngulShe(1,aspTlng-SpaWnlngPOPu]atlOnilnflLlllLlutuTllt115PLIWnlngpOpulaLlonBasedonnIlle

yearsd… coHecledfrom1959101967.ttlei)resentStudywtlSdlrCCLedLOWaTdreveal■ngthel･lcl泊ttCrn

oltheautumn-SPaWnLngrmE)ulatlOnlnaSmuchdeLallasl抑SS.blelnthepiLPer,ahypolhes,S】sdeveloI)ed

concermngthedeveLol)rrLentalstagesasweltaSyearlyllleCyCIef)(ildu)trlShesbasedul)Onll-elrSexual

development.feedlng.mlgratlOnpatterns,ntttrltl0nStates,elc

l OnthebaらlsOEpiLStStudzes,wccandlStlngulShfourdevelopmenlalstages-

a) Eggstage b).Larvalst.lge. C) Youngstage. d) Adultstage.

TherelSanannualcycleofactlvltydur)ngLhcaduhst.1ge,.lnd､vecarl(l】vldeltIntothe

followlngthreephases

a) FeedlngperlOd b) Pre･spawnlngper10【l c).SpawnlngperlOd

2 1llscOnCludedthatdur】ngthefecd.ngpeT.o(l.thesauryllrSImlgrate10north.noflsho,e

Watersandthenmovesouthwardcleser10COaSHOWardl■さh-ngareas TlluS,)nthelee-1lngPer･0【1.

therearetwogroups.OnelSanorthwardandtheotherlsasoulhwardmov■nggroup-Astheymove,

south,theleedmglJShtendtobewidelyd.spersedandm relatlVelyhlghdenslty,tk)ng rnOStCOn･

centratedneaHhecenteroltheirdlStrlbut.Onalrange.Amongthesern■grat.ngflSh,malesan･lEenales

arerep-eSented･napproxLmatelyequalnumberrFIg7-8J OnenterlnRthepre･spawn･ngphase.

FemalesleavethefeedingareafLrSLLnSmallgroups Thus,themalesandremalesbee.lmeSeparated

eachOtheraHh･sstage(FIEl1-12L

TheSemlgrnlLOnPatternsareqUllecOnSLStentfromyeartoyear.andrepres糾ttheeharacler■Stic

aggre･gatu,ebehavlOurOfthefeedingandpre-spawnlnggTOup5

3. Themovementsdescribedaboveareref一ectedbythefactsthatamongthesouthwardmo･

～,IngfeedlngfLSh,lhoseatthecenterOfabundanceeXhlbllI.1ghcondLtlOnfactors,arerelatlVely

lrnmaturean(hhesexesarerepresentedapproxlmate)YequattyLnthelX)pulaLLOrL Ontheotherhand,

towardtherr■ngesoftheareatlleIlshhaveloweon(lLl)OnTacLOrS,tiremoreSeXualLymこLrure The

sexrat･oten(Ls10beone-slded(FIG.7-10ITnthearc.i∝CuPtedbythepre-spawninggroulX'.female
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generaHypredomlnate,mostfemaleslnthlSareahaveweHdevelopedovaTleS.btJtlater.∩theSeason

∝ C･lSionalgroupsoffemTLleswLthundevelol妃(IOvarleSareFoundtFlg12-13).

11-us.theobserve,ItlggregatlOnPaltCrnSrel1ecIChtlngeSInSexualm.lturltyOEthel.sh

は し が き

太平n:のサンマ独文は,1948年ごろに,それまで行+I:われていた碓レ網漁潔から,戸貞期的な班.fEL灯利川の

作空網軌某時代に変･,た｡他姓Liもこの時代に拶rTすると,弘法が変革され,'J三度性が向上したこと.職強

における国民食尽の五日補給源として魚類も亜配されf=こと-したがって努)〕id:も著しく増加したことなど

に1って,1955年から'62年には,全国で40万㌧から50万㌧に達し,単一瓜柾としては首位をJllrうほどのTrL

要漁業となった｡しかし,従来既往漁場への細刀的な来遊掛土.変動しながらも比較的安定していたと考え

られていたのが1964年以降急激に減少し,漁姓穂も全司で20万㌧から23万㌧とかつての半最に低下した｡

このようなことから,漁連蚤はさらに減少していくのれ あるいは増大してくるのだろうか,というように,

軒掛こ対する関心が一段と深まってきた.

一方,サソ了にLqする研究は.従来名研究後閑が個別に進めていたが.1950年に全国8海区水産研究所の

発足を実株として.全国的なBl椀で札織される1うにTL:り,その結果は 1956年に ｢サ./寸に関する研究報

告｣として娘北水研から出されている｡

その後,1961年に北水研･北水末は,独禁や源のいままでの研究から,現在一体どれだけのことがいえる

のか,また研究の間腔氏がどこにあるのれ という立切から,いろいろな,((l組について研究の魅指を'(-TIJ:い,

方法論の換肘を進めた｡この論議の成果は,｢水産YT軒訓点 研究に別するプpグレス レボー日 に戦くS･さ
れているが,サ'/了の研究も,このような背Jf;をのもとで従来の研究方法について検討が加えられた｡

サソマ汎発の実際の生産現場からは,火付きの良否,軌切の形瓜 T･想漁越丑,Yf即のDL.砲し,とい.'た

詐関崎が拙超されているのであるが,この誹題に-,rj.体的に応えるためには,サ'/了がなぜ,いつ,どこで.

どれくらいのものが.どのように典合するか.というHり雌をFD)らかにしてゆかなければならない｡しかしな

がら.従来の漁場詮や生括史の研究では限界のあることれ 方法(論的倹肘を加えるなかで明らかになり.わ

れわれは価の生活を典体的にとらえるという立場で,まずサソマの地合特作の研究を進めることにした｡こ

の研究は,もちろん,斬新ミ状態の評価や漁況予訳Iめ関越と蔽篠hJ.-ぴついている (これらの話論議については

佐藤,1961.'64,'65,'67などの訪論文を参照されたい)｡

ところで,｣ヒ海道から本州太平洋沖食いのサソ了には,秋′とまltとイ戸/Liまれという外質の二つの系統群が

系統抑こついて,その内容を具体的にとらえるための研究の一つとして構造的な側面を考察したのIC･.糾ら

ltた捺染を報告する｡

この研究は,会同的な組織の中で多くの方の協))に上･'てなされた｡発砲なYf料を挺供していただいた煎
｣ヒ水研お1び各県水訳のサソ†研究担当者,1964年から4力iFrH】多忙のところ軒料収炎に多大な援助と艇宜

をはかつていただいた岩手県水式の岩切 洞,岩間実作,艮朋事欠の諸氏 同父仙分場の岩切欣弘,菊地才才J.
の両氏に蛙31の窓をRする｡またfi料憧理と,この研究を進めるに貯し終始討議をいただいた北水研 ･北水
訳サソて研究グループの話舟こ感甜する｡さらにJ本報告をとりまとめるにあたって稚 前々益な助言をたまわ

り,原稿のご校閲をいただいた苫米地洋文数RL瓢J之に感謝の意をRする｡

1 サンマの生活をめぐる主要ない くつかの仮説

一̂秒こ入る前に.その前程となるべき重筆ないくつかの仮説と悶喝｡!!..について述べておきたい｡

1種 個 体 群

サ./マは,ダツ･サヨリ トビゥォなどと同じ仲間の.ftt用であって,系統的にはこの中で〆ツが点も進化

の鵜技をなし,その後サl/マがZIJ.現したとi-えられている｡またn燃料こおける生笹的他(攻としては.被捕
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._iiJLtP≡:■〟 ..l洲… ､ 速乾 :妻

苫ここ1.蕪:;:≡:二St_T}L;8t4::::≡:

･■.1L■D 'J■√'lhr"-" ､ORT'日'̂CFFICOCEAh'

ĵ Z,A.vsー:AHdNS"U Op酢 う ー=■o 与⊃

F.gl DIStnbutlOnOlPaclfLCSaury,CO/0({LbI= 〃‖-LJ

食省の上物こあり,食物跡こおいてはイワンとサ,IのLIJF-plで低(1_の生物であるといわれている｡/Jlフ佃上北太
平伴に広く旺んでいて,7メ')カ大陸側と蟻広帥こ多くみられる (Flg I)｡

この図は,脈田 (1964)による分和国を土台として.ビルマソ (1958),イー/パノLfyチ (1962),ク'/ソ

デイウス ′1966),ノケイコフ(1966),ウイクドF]ゲイチ(1967)の論文を参付目ノて作製したものであるが,

これからみると7メソカ大使011Jでは,7ラスカ耐火からメキシコ海域まで分和がみられる｡そのうち,カリ

フォルニヤ水城では卵の採加から.産卵mJは I二として冬から滋であり,秋から冬にかけては中 小型,的がし

ばしは浪即を形成するといわれている｡

一九 庵加側についてみると,北西太平洋では,カムチャツカl馴 fから千島列払 本州太平洋の｣ヒ綻25

此付近までおよんでいる｡この海域における疎外 まほぼ周年にわたり,FI.両部千仏水域から常盤近海では8

)lから12月ごろに満1年の幼J.(i(小型魚),満I5年の成魚 (小qU_1(I),さらに満2年の域魚(大型爪)が搾
受網で賎んに独超される｡そして.同じ比帆でも発育の進んだ大型糾 え中型租よりも5-6カ月早く産卵Jtli

に入るD

日本海側では,九州近海や朝鮮海峡から沿淋州北部までみられOこのサンマは帝から初夏にかけての北 l_

)帥こほぼ円木梅の全域にわたり,その魚体はモード30cm台の大型.I(tと24cmないし25cmの小型伽こよっ

て手持成されているが,時にはモ-ド27cm台のLF･型.fltも含まれ.流網によって盛んに孤捜される｡これらの

サンマはすべて完軸卵をもった産卵群で6月を小心に4月から7月にかけて産卵期を形成するO秋から冬の

大型鞄に,後半では′トaU魚が成良して27cmから29cmのサ./了が旅し網や定rEt網で漁放される｡年掛 まい

ずれも太平洋と同じである｡

オホーツク溢伽では,作太jlと梓から並彪湾,枝幸,さらに知床半島北部沖合いまでみられるが,この海区のサ

./マIi,太平洋で生まれ育った一部が,夏から秋においてオホーツク梅にはいると考えられており,その他体

はrll小型魚が主体で大型伽 土壌めて少なく,漁鰍王9月から11月上旬ごろまでで倖受網によって漁獲される｡

ところで,名海区に存在するサ-/･Tは,完全に分離しているのか,あるいは一部で配合交雑が起こってい

るのか,ということがFHJ掛 こtJ:る｡これについては笠原 大机 (1952)やJlE旭 (1964)らは,梅東側と7メ

マは,地理的にみても山楼脱li交雑する機会はほとんどないので,それぞれのサンマは独立性を保った群で

あると述べているOこれについては那 にのところ異論はないようである｡
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次に,捷東側では,太平TFやオホーツク海.さらに日本軌 こも分布するので.3古の関射こついてみる｡

牡溌 ･大抵 (1952)も指摘しているように,ナホーyタ海のサ･/了は太平rf･で発辞した一部が申胸部千仏海

峡を抜けてはいるので同じ群として考えられているから.このn,月掛 土上平汀とFl.乍海のサンマである｡これ

について,さらに笠幣 ･大概 (1952)は,lA】海区とも産卵切が連続しており,しかも薙卵肋 ま長期lこわたっ

ているから.地理的11艦が不完全で,rlJl:全に'/1雌したポビュレ-ン,ソのrF在を示す碑実は認められないと

述べているD一九 畑中 (1956)は,肥純度の迎いから,n本海と太平洋のサ./マは成上tlの段階では分離し

て/-l三油していると述べている｡

しかし,ここでuiluirlそれぞれの軸城で繁れ 成Ii,確守を繰り返し,しかも大部分のサl/17は;J7:裕海峡,
rl哨海峡.薩lfJね城を過ってu合交雑するとはEi).われないので,一応日本船と太平洋のサ/ではik止Iiを保
った併であると-J51えたい｡

以 L,のことから,tjJk海に分布するサソ1を日本縦糸CT.東経170度以伯の太｣平料こ分イrJ.するサンマを北

西太平洋系群,さらにア/リカ大作-寄りにJJIJrfする.J･./マを北加太平洋系群と仮定する｡そしてわJtlっjtの

研究は.北西太平洋系群を対敏としたものである｡

2 系 枕 群

･lv.,=間(1957.'59)は.サ./7の,i-.ヒュレーシ{/隅題に関する研究もlJlとから,妹に Ĵ州沿岸を伺下する大
竹伽 王小型tftにつfJ:がり.,I･型.机は特大型.tllJこつながるという.典なった2郡を仮説し,Of究を新しい兄妹

段階に移行させるiri背なt.'1-'rgりをはたした｡その後.舶m (1960)は,族,耳石に上るサ./了のポビ1I,-

ンコソ構造のJJl折とその成長の研究官戊から ｢卵娘屯牡6g以上の産卵に鵬抹するものが多いのは2Jlから

7月にかけての妃外 四rl1ilトから駿河湾,常態 沖にかけての北上ガJで,特に4月から7月に至る期間が巌も

卵聴重敬の大きい個体の多いことから.この期ru7をⅠ三産卵畑U,また ｢10,11月三陸から常盤にかけて多数

採lJfされた柵爪から批正して,これは中型爪からICはなく,むしろ大flJ_瓜の発生群である｣と考えた｡さら

に.産卵吸 産卵肌 胤 iとの個迎から々 然して,｢LI･型瓜から特大Btl,:fl-伝移1る系統評は,初作からyJ夏

にかけての准李先生肝に山来し,,l･型.I(tは湘 151F=.特大型.tfHt満25年となる｡また小型(.(Lから人4日(L.-

転移する系統群は.晩秋から冬季にかけての秋や允生群に山瀬し,小型伽 上鵜 1年.大盈触 土浦2il=になる｣

と述べている｡一方,小過 (1962)は背抑J'r'iE(からみて 大型.I(1の平均仙ま6500から6520hであり.申

他I.(･J16470から6490台で.大型魚が多く小型他が少fJ:いと述べ,2系統打の存在を認めた｡

これらのことから,さらに棚田 (1964)は,｢現段階では完全に分暮したホビ1レ-ショl/のlf在はnJl-191

できないが,生潜的.形噂的ならびに漁況的特徴に上って一応別個の.i-:ビlL,-シシソとしてqlLり横う｣と

述べている｡

以Lが 二つの系統Efについて現lfまでに粘られている知見のあらましであるが,これら系統群をより共

作的にうきはりにしてゆくためには.持動.成iJ<,収的.産卵.魚体,朗.背椎骨.耳石などの詰知識に関

するこれまでの研'Ri'火を.きりは1L:されたrRカの鋭幾としてではなく.朗越において統一的にとらえてゆ

かなければならない｡そしてそのための恕Elとして,われわれは,允脊段階と/+_活牛用朋をJTlいることがで

きると考える｡

3 発育段階 ･生活年周期

/1･_物はJTE育lyl脚や生爪fFJ別抑こ対応して,生fliNr(J妙Iとを卿こするから,外段階に応じて舛なった環境射'ト

を必要とするであろうし 生活蛸式もそれぞれ柑′事をもつと考えられる｡したが･'て,発ff段階や生新'rllJ,Ill

柑】を通じて.ftLの災17様式の作他とその変化を凋べることにより..T.ltの生所の人質に迫ってゆくことができ

るであろうと考える｡

そこで.経文研究されてきたIRl<,捗動.城外などの知識を患埋したil,if三,卵からIR.fll.にいたる過程でrf

的に異なると々えられる卵肌 樵血糊,幼.f(Lf臥 収肋Mの4つの党軌空隙を区別することが{･きた｡

次に.成他mlに適したサソ7の生活年周期としては.･#'肘期 (鉄生まれた系統群はこれをさらに北上と梢

Fに分けた),産卵q_簡朋.産卵期に区別した｡

小速 く1956)の成熟の研究に上ると.未科即 (A)の卵如 上ほほ'0.5g以下で,産卵にはほt'追い状掛こ
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6 小林 悉 ･若生 允 内藤政治

あり,未熟群(B)は前者より発達して06-08gで卵娘には細かい卵粒が認められ 近い将来産卵するとは

考えられないが,急速に成熟する可fJWI.はある｡熱度巡行群はさらに卵姓が発達し,1g前後では月日かい卵粒

が増大し,2-3gでは一部の卵粒は大きくなって炎色な卵朕卵が認められ,完熟群は3g以上と述べている｡

ところで,ここでは卵割1<韮量が05g以上になると鞄掛 i急掛 こ減少し,棒受網では弛狂しづらくなって,

生活が変ったのでないかと考えられていたことから,中速に上る未熟群 (B)と熱度進行群を一つの伴とし

て取り扱った｡

したがって,生活fliJ局方Jの区別はこれらのことから,卵鵜gf故05g未満のものが郡全体で50%以上占め

るJglF川までを索郎畑Jとし,3g以 1.のものが訂全作で50%以 ヒ占める日から産卵)I"tL,その中問を産卵
雅oll-りgはBL足した｡

さて,聞掛こなるのは,秋生まれ系統群の北上感刑期と雨下･A帆朋の規定である｡これについては,さら

に検討すべきであるが,一応大 小 ′ト型魚のRBIl漁獲尾数の比率から区別したOすなわち,inuf海区にお

いては,例年7Jlヒ 中旬から8Jl上旬ごろまで小敵が挽き,この魚体は小 小型蝕が主体で大型飴は施め

て少ないOその後,漁粧されないrlが数日続いて8月可.･下旬から大 中型瓜が主体となって本格的に汎推

され,軌場は口をおって南に移って行く｡したがって,以上の独期間において,魚体組成が大 .中型.1(.Jこ変

ってこれが政教の主体を占めたE:lから南下索例州とし,それ以前を北上索糾)Vlt脱走した｡

なお,この報岱の研究対象とな･,た欣生まれ系統群の雨下･#糾朋と,産卵郷OI'f7Lgト の仮定した移行時肘Jが

咋fF-どう射 ヒしているかについてみると (F'g 2,31,Jb下索糾JP卜 の移行時伽 王,早い年が1959咋,遡い
iI-ほ1964年でその中和ま15r=川ilであるが,産卵恥腕期では,早い年が1959年,遅い年は1960,'62年で,そ
の帆 ま前の段階の3倍以上である｡またAl対r小こは,1959,'61,'63,'65,'67年の奇数畔は,1960,'62,

'6LI,'66年の伽数年よりも早く産卵準備)帥こ移行する倣向がみられる｡

4E) 遠

沈に,各系統群は生まれてから親になるまでの過樫で,どのようなld遊を示すかについて,従来の脚光も1.
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サソマの生活に関するOf究 (節 Ii#) 秋生まれ系統群の此(flの如分軸性について 7

すなわち,秋生まれ系統帥こついてみると (FAG Ll),産卵は10月から翌年の1月ごろま{･{･,三陸,港

盤沖と三陸北方沖合いで行なわれる｡鉢季!!I.瀬努ノ)が増大し始めるころ,樵,f(Lから幼.租となって静岡沿岸に

現われ 北上して買手になると20cm く-ちいとなって.道東沿岸や国後 択捉払付近で宝は少ないカ硝 安網

で初めて漁農される｡秋季になると瀦 1年で22cmlJ:いし23cmの小型F.(tとなって,同じ系統の大型魚より

もおくれて道刃Lから三陸や常盤の沿LJ.!海区を南下し,その過粒で再び汎雄の対象となる｡その後,山方YLl'合

いに移動し.空酔 い製1(tとなって北上する.一方,三陸北方沖合いまで生まれたものもこのお城において,

沿梓で生まれ育.,たものと同じように北上 南下を扱返して成#Lとなる｡そして両群紘,7月から8ilごろ
中南然千仏沖令いに連する｡この時期は,生殖索も未発達{･.ガA脚Hi,端脚私 鉄榊原などのエサ生物を活

発にとって 触体も諏しく肥満する｡この群は8月巾 ･下旬ごろから南下に 移行すると,溝 18年 モード

30cm缶の大型瓜となって近火や三陸沖合い'<･木称伽こ漁捜される｡その分布は,一括に漁獲される瀬生ま

れのLl･型爪上りも沖合いにかたよる斬I的 'lある｡ところで,汎JVIIllにおいて卵胞が兜達し05g以上になる
と肥済度は忠教に妹少し,それに産卵恥臓のため池朝から分倣するので純愛網では漁獲しづらくなり.さら

に卵狐が尭遺して3g以上になると産卵を開始する｡

次に,&生まれ系読群 (FJg.5)についてみる｡この群の産卵は 3JJから6月ごろで,Or豆議島周辺から

常盤沖で行なわれろ｡卵は 10日から】5円問で析化し,推瓜になると常盤海区から三陸,遊山かIlまで北上す

る｡秋和こなると鵬下し.翌春には溝 1年の小P.仙となって,本州沿岸海区を北上し,その過鮎で竹岡やf典,

宮城の沿上ilrの定iLYl網にも乗網する ｡さらに北上して夏御こなるとitljIl竹松や梢千仏付近で汎推され,また
rIT雅子仙水域ではサケ･マス,サソマ謁虐殺†や当選船によ･,>てかなり発火採繁されている｡秋if-になると湘

】5年でモード25cmから27cmの中型仙となってF南下を始め,一部オホーツク海にもはいるが.大雅分は

道東や三縄 常盤沖で本格的に漁獲される｡漁期小人部分の卵娘は未発達で,肥沸皮は漸減帆[･Jを示すが,

Jt清は怨敵に変化することはない｡里掛こは大型約とな･,>て本州沿岸海域を北上しながら産卵するが,その

際,肥満度は秋生まれの大型.((tと異なって州大帆･'7Jを示す｡産卵後1部の生き妓･?たものは掛こ25咋の特

大型.((Iとして漁超される｡

訳l∴

30●



8 1Jt林 魂 ･若生 允 内#政治

以上が現在考えている仮説であるが.それぞれの系銃群の生宿をJtlを的にとらえ,伝説を倹止するため-

ここでIi秋生まれ系統Efの南下･At'糾新と産卵準備恥こついて,それぞれの回遊の各段階に対応するものをIh'

下瀬糾即,産卵昨Oi'l'T印とし,それらJQT超群が,どのようなAi'uL特化を示すかを1/雛した｡

I 秋生まれ系統群の成魚の生活

1材 料 と 方 法

この報告でJT)いた材料は,1959咋から767年の9カiFr札 8nから11TJまでの)U川り,｣ヒ海)芯や本州の各1JL.k

各年の南T'JWfEfと産卵聯愉群の肘本村旋回政は Tablelのとおりである｡この詞か1,17漁nごとに

1-5群をラソ7ムに抽出し,l群は30用以l-.で故の少ないbLlHまIf普抽Eliを行なった｡軸足項目は,体

長,作頂一生勅封托丑などである｡また汎況Iitlき取り調lllは,触体調立と並行し,附は収りgiuは.dll菜船

の軌幾)=ヨと時刻.bhr.Y,i,弛掛J,拙矧Ul臥 水fl'"IL,印の1′1状と浪淡,火付きの良否などで,分布の状悠を

は姓するのに必要なtl.柑lをiRめた｡

T-bI●1 NumberorspetlmenSObservedlneachgroup

tYear Grou■'J so盃 恵 ｢吾 :歪 ｢ 1N ㌃

E3
45

欄

謁

91

47

畑

地

2

払

鮒

379

洲

加

t73

畑

諮

313

ところで,サl/ヤほ扶生まれと保生まれが一緒に政策されるので,対象を区別しなければならない｡これ

についての･n･FHJ(1957.159),l軌jl(19601.渡辺 (1966)らの研究枯柴に上ると,扶JJiまれ系統群の大型IIL

の休JT<iitlとして30･31crnであると述べているので.神経に従来用いられてきた仲良モードのHfR耕IB;を

舶他として.19591F-から'67年までのア【料を紫j犯した｡その瑞光 (Flg6),大部分の年は30cmがモード

で,28cmないし29cmが谷となっているbこのことから,多少の丑TL:りあいはあろうが,仙々のほ心肝を

吟味しながら,l二として29cm以上の触仙こついて取り壊かった｡1959

ヱ1.Il一)h〓)UlJOJaqEn:LT d̂LJttfJSLoEdlcluLLJZrlrISPJtLlI:iZdLJry

U Fly6 Frcquency｡IStr.buttonofmodesolbo{IylengLhs･

･1.

('1, fJ



サンマの生活に朗する研究 (芽日報) 鉄生まれ系統群の成魚の躯合特性について 9

次に,産卵弊僻恥こついては,汽料の凪理や検出の漁業海周作魁に当って,次のようTJ=便法を講じた｡す

なわち この時伽こおける典合併式は,而下瀬刑期のものと)Cきく射 ヒし,その皮映として碓受網では弘毅

されにくくなるので,漂4.の入手も不吋経になるため,一応各年ともllf115口までとした｡また鹿卵準備

期への移行時卿 こついて,1959年は鞄Wl始めから卵瓜熟度が遊んでいて,†･川 ごろから産卵柳 ･7肋に移行し
たかがわからないので,この年は卵典調並のJg施した9月7Elからとし,さらに1962年の卵放凋仲110月

22日までしか実施できなかったので,これも†uJElごろから産卵Ql肺JPlに捗行したのかわからないため･この

年は一応05g以上の出現比率の較斜から,移行時肌王10月26日と推定した｡

集合特性をとらえろ方法としては,ここでは,個体間閑操を曳わすrB払 雌堆開閉韓を現わす性比の2つ

の側面から分析し,それに成熟や肥済度についての各漁業海国を作製した｡
なお.本文においてJ臓 ならびに記述にFrJいている｢系統群｣.｢回遊打｣.｢仙群｣,｢個体r.J潤 g:l･｢雌雄
矧淵繰｣などの範ち.'う区分や,それらの迎EHpこついては,佐藤の論文を参脚されたい0

2 結 果 と 考 ♯

(lI 南下JR断杯のLf.t合柑′I

(l) 分 布 襟 度

仙作ri;1のEX牌 を示すものとしての分布･0度は.1網1り平均漁幾程款をも･,'て海図に現わした (FI尽7)○
ただし,先にも述べたように1959年は,漁朋如めから卵ガも軌酸が進 んでいて雨下,来餌期の突如 'tゎからな

いので､この年の名瀬Ldli措かれていない｡

このLglから,各年に炎通してみられることは,''1布の中心は同心円的に密鮎していて外抜はうすくなって

おり,また沿岸よりも沖合いに片寄る偵向がみられるということであるO

次に,この抑 i相対的に一年おきに密度の大きさが変化し,しかも分布に片なりがみられる○すなわち･

1960

二二:･" m,L.田 くIOOD闇 ･1･000-L…n iOO0.-4㈹ 唱 ■00㌦..7,2AOOO帖
T=197 Averagecal｡hperhoIStforsLLCkheldd.pnetslnf.shlngareasforsouthwtlrd
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10 小林 裾 若生 允 ･内簾政治



サ '/ての′ヒ附こr対する研究 (第 l搬) 扶生まれ系統群の成.f(IのJお吉特作について 1)

1963



12 小林 禿 新生 允 ･内藤放散



サ'/てのJLi所に川する野幌 (節 l雑) 扶/l=.まれ系統群の成f(l.のりさlTlf1かこついて 13

1967

1960年,'62畔,'64年,'66年,のlFq数年は照度が描く,地J当llかこは 19(6年を除くと.火径lJ17俊以円のjZl

fLfから金華IllPI･か .まで鉱がっている｡一方 196L年,'63年.ナ65年.'67年の布教11-は招IR=が低く.地射(.)

には偶数年1ウも沖合いに片riSるqL-向がみられる｡

なお このLg)には,同じ分和範Luの中でも,いくつかの浪市なところがみられる.,このことは,この ｢rFiJ

)位押｣が琳純fi:-つのまとまりからなっているのでなく,そのL勺部に上り基本的な対句である｢臥打｣が内

'dされていることを示唆しているとJS･えられる｡

(I) 也三 比

雌雄の閃尉i,個体閥の関係とともに,魚のu_全開隣を知るl_.<･爪窄な役割りを.Lt-めている｡ここでは,

雌郎全体で雌を測った数を海図に現わした (lT】g8)｡

この図をみると,大部分は雌蛾がL10-60% の州別でほぼ同数である｡このことは.雌舵の′ヒ理的要.kLにち

がいがなく.同じ生活部域で存在していることを示している｡しかし純分的には.雌JflがJi･#ってみられる｡

これは挨述する上うに,成熟の進入方に応じて雌鰍こ取捨の途いが'i=じ.その離分で.その追いに応じて.
分和にずれを生じたためと考えられる｡

(1)成 東央

繋机 ま.fltの生活の一環であって,梢の再生産を保押する甚4:的な屈伸である (Flg9)｡

この回に1ると,洗分的には吹払の進んだ05g以 E1.のところもみられる｡ これを仰休閑と雌堆附の関辞

でみると,成熟が遅れているところは,一般に照度は拓く雌株同数であるのに,成約の進んだ部分は.帯皮

が低く雌鰍 王かたよる憐向がある｡このことは,成熟の発達に上って個体rulと雌雄問のLq旅が.変化したこと

を示すと考える｡

(〟) 肥 満 R=

/Ji良や発育,繁HLを帖搾するには柴Rが北本的な役TlWりをはたすので,桝の側両との関越に.tって検討で

きればよいが,サソマのfit帥引iilから調作Ejt術的なfZlJ畑もあるので.ここでは一応肥満度馴 1いて海図に
現わした (Flg10)｡
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サンマの生掛 こLklする研究 (弟】報) 秋生まれ系統群の成魚の貼合矧 ′とについて 15

1962



16 小体 怒 n'iLi 允 内藤政治



サ/了の生活にl娼する研究 (第 l報) 扶生まれ系統群の成,tlLの集合特性について 17

1966



18 小林 15Jラマノヒ 允 内藤政治

Jl2' )J4● 146' 148' 150● 】)r
･･- ･mp･e 上一･zoノ̀ E3 20 400 .0-50,0･晶 さ｡-60J･国 6･-鵬 1 ,8073

Fl99PercenlageSOlfemaleswrLhovarleSWelglllnglessthan05I;rlnd■(rerenl
fl～hlngareasforsouthwardmov■ngsaurydunngtheTeedlngrX:r■0【l.

1961



サ'/lTの生掛 こ関する研究 (第 E報) 扶生まれ系辰群のIR.ftl.の娘fT牛幸作について )9

1962





サ･/7の生活に関する研究 (舞日 報) 秋生まれ系統群のLMfl.の取合特YLについて 21

1966
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22 中称 布 iTJJi 允 rJl族政治
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サ1/つの生活に関する研究 (約 r報) 秋生まれ系統群の成仏の紫合特性について 25

1966



26 小体 喬 常/Ji允 内藤政治

この回から.一脈に分布の北側と沖側は肥済度が砧い帆(･Jが.みられる｡さらに年に1って大きく射 亡して

いる｡すなわち,1960年/62年.-6LI牢,166年の例数Jqは肥満度がF.7)いHLI占Jlこあるので柴犬が.良好fL:ことを

示している｡一九 1961年.-63年 165年.67年の布数年Il肥済度が低いので柴廃が.Siいことを示している｡

しかし,肥満度と残l虹 成軌とのug係でみると.'5度の.Fj;い偶数年は.･A点が良好であるのにLR:軌1,'tRれ

ているし.一方.傭JB.の低い奇数科i柴Ittが憩いにもかかわらず成熟が進行している｡このことは,この段
附のみで検討してみるとJ･盾を生ずるので.Il;JAの作脚との関射こおいて快諾JLなければならない｡
(2)産卵和解1即のLL1台特†L

(I) 分 JrJ鮮 度

この段階に移行すると.照度と分/rI範tuは潜しく小さくなる (FIBll)｡

1P.59年は.早くからこの段隅に移行していたにもかかわらず.他のfFの向下碗糾Gfと似かよ-'た掛 ､照度

を示している｡しかし,l轍)年から'67年の8カ年では,大部分が5.000帽以下でIl7Jの段階よりも背しく低

卜し.分JI了範uLlも鰍少してヨ埠沿掛こ片群っているのがみられる｡

(l) 性 比

1962年はYi料がなく掲載できIj:かった｡この回 (Flg12)に上ると.ll;JO)段断と異なって大部分は雌捗が･

片一方,,ているのか入られる,すなわち,1961年/63年,164年∴66年は''iAJの南側では雌が多く.-ふ 1959

坪,'60年,165年.-67年はその逆の現象がみられる｡このことから,diJ川.Iは産卵叫棚 のため雌から先に分粧

すろ過握を示しているであろうし.また挨占はばがすでに分KLたことを示していると考えられる.

(I) 成 軌

1962年はやはりや料が11:く,作図できなかった｡このLg)(FLgt3)によると1960年,61if=,'63咋,●65

午-'67年は他の年上りも卵蜘 '.発達している｡このことは.一秒こ前の段附で成#如こ遊んでいると.次の段

1959

)42 )1J l16 ]1畠 J50 152▲
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.lreaSduTmgthepre･SPaWr"riglXrIOJ



サ1/17の生活に関する研究 (雛 I報) 秋/Jiまれ系統群の成仏の災令特作について 一打

1960
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1963



サ1/ての/生前にLXJする研究 (節 !朝) 秋iLiまれ系統辞の成他の躯合特性について 29

1964

)48- Z501 152●

1965
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】J2' HLl● H6 148' 750● J52-

1967



サ-/マの生活に関する研究 (節 l報) 秋生まれ系統qF･の成魚のiLt合特性について 31

1959

･･hh-吉(甜7̀ く2V; y… ` 冒 4- 0,E: 州 Ìl… り̀

Fig12 SexraLLOStndlfferentflShlngareLISdurlngtheT)re･SPaWn.JlgPerlOd

1960
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1963



サンマの生活に関する研究 (第 E報) 秋生まれ系統群の成.tlA.のLfき合才州 について 33

1964

】 42寸 1L141 1LL6● 148■ 】50 152

1965
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サー/7の生活に関する研究 (第 l報) 秋生まれ系統群の成瓜の姓合特性について 35
1959

I:)No -ゝ Jbく202｡u- Ti 描 一- ,;転〉岩5卜- Ta - ,Di ,～,･̀
Fig 13 PercenlagesoErer-lcswILhovarleSWelghLngmorethan05gr

･nd)(ferent1-shlngareasdurlngthepre･spawnlngpe()od･
1960
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サソ17の生活に幽する研究 (第 l報) 秋生まれ系統群の此 れの地合特性について 37

1964

lJ2' 日4 日6 日8 J30' 152

1965
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112 1141

階には早く移行していることを示している｡

これを雌脚 .1朋孫でみると,卵巣が1り発達しているところでは一触に雌が少ないし.また卵胞が約七よ

り未発達のところでは雌が多い帆E･Jがみられる｡



サL/ての生活にLnlする糾究 (妨 l報) 秋生まれ系統群のJJk.(ttの処合矧生について 39

1959

蕊.f ylM工- C .'- 2 g_Rか 2-" い -目口▲- L M

F.g14 Conlllt･OnLnL-LOTSOEpacIF'e SaUrylndlrEcrenlflSlllng
a,e拙 くlur'ngthepre･spawrungper-od

1960
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Il_7 1日 ll6 118 130 Ⅰ32

1962



サンマの生掛こ凶する研究 (妨 l叔) 欧生まれ系統辞の成.tr..の知合特性について LH

1963
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サt/7の生掛こ関する研究 (窮l報) 扶/とまれ系統群の成瓜のLf三舎相生について L13

1967

(～)肥 満 度

この園 (ド,gill)から,1959年の肥満度は他の雨下索郎群のPrTlい年とIqじ1うなIElは示している｡しかし,

1960年から'67年の8カ年では,前の段隅よりも著しく肥満IB=が低下し.そのrl.でも分Jl-の北側は1日対的に

肥済度がI.･'石く南(恥i低い仇向がみられる｡

この段階において肥済度が低いことは,飼生物の少ない南方和様へ移動したことも一つの備両として考え

られるが,この間笹は生活の18,紫虎,成F<,成熟の各属性との朋射 こおいて検討しなければ'ならtJ:い｡

Ⅲ 論 t暮

F.g lは,サソマの分和にLMする一定の生物′芋的法則rl_を示しており,これは,われわれに,サソ.Tの存

在についての概括的な知,nを船供してくれるものである｡用度を細部まで行なうことによって.知識が出石

になれはなるほど,われわれは,このような図をさらに細掛 こ肺くことができる｡しかし,生産現切からの

要求に応えろものとしては,そのままではあまり有効ではないので,従来.月ごと,旬ごとなどの耶期間を

とり入れたり,群の汝淡を措いたり,あるいは標識放沈訊験紙34は･ら,移動や回遊の経路を現わしたりする

努力が試みられた｡そして,その過程では,当紙のことながら,無妓環境との閃如 It東乱され 水鮎や.T;潮

の蛇行の状態などが問題とされた｡

一九 分布に現われるいくつかの地理的な連続とJlこ遵掛 土,サソマの話形矧こおける変異とも関適して,

魚体,耳石,捕,脊椎骨,などに関する研究が進められ さらに漁況の変化にも閑適して,成乳 肥満度な

どの季節的変化などが仔.LJ題とされてきた｡

われわれは,発育段階および生活年刷mを油じてこれらの研究域巣を整理し,F.g.4,5のような回遊を想

定することができた｡この図は,ある特定の年の標識放流訳験だ状 から.政敵 !丘と鞘乱点をむすんで描く回

遊回よりも,その内容は佳苗であり,発育段帆 'Ji括年周期を威して,回遊の過樫が示されていて,2つの

系統GTを温雅することができる｡したがって,この回によって,サ./11の存在と回遊についての法則性を上
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り明らかにすることができる｡しかし,この回においては,回遊の過程で区別されるそれぞれの段階で,サ

ソマの生活が現わされていないために,その妥dil'kは検iJEされていないが,各段階の実体を具体的にとらえ

ることによって,発展性をもつものであるO

べてゆくとも''仙 ま地理的分布論に終始し,漁況の変化も.｢平年囲｣からの稲造をホ後的に解釈するにとどま
る朝合が多かった｡また,それぞれの機の生活史に関する講属性を,いかに多gillにわたって柄掛 こ分析し

ても.それらがはらはらにきりはなされている限り,抽象的なものにとどまらざるを紺なかったQ

この報告では,これまでの研究の成果のとにたって,発pfF段階,生活牛用Rllをつうじて,それら請屈性を

関連においてとらえ,これを背訳として,段階ごとにつくりだされる地合の特性をつかむことを試みた｡

その筋見 雨下･*!糾群は,分布の中心付近は雌L#がほは同数で衝躯しているが,外綾部の胸側では群が小
さく雌雄のかた上りがみられる｡産卵準備郡は,雌雄が別JuL分かれ小群を形成する,というilを合特性がと

らえられた｡したがって,硝下,#糾群から産卵制岸l肝に移行すると｢漁場から急数に//1放する｣という内容

は,索敵 成熟などをめぐってサ-/17の生活の変化に応じて舶休閑と碓推rulの開陳が変化した縫巣であって,

仮説も一歩深く検証されたと考えられる｡

このようにして同逝群の各段階でとらえた炎合特性は,それだけ秋生まれ系統群の内容がJも体的にされ,

そのことが種の生活の突体を上り明らかにする,ということに右1,ぴついているoLたがって,サソマの分IJFi

についても,このような立助で研究を進めることによって炎体的に発展させることができると考える｡

以上にJ:つて得られた放火は,由接的に漁況予iluにもt.I.びついている｡すなわち,軌期中において.いつ

ごろ産卵準備群に移行するかということは,実際の生産現助でも庵めて並要なrnl項であるが,南下束糾Gfの

生活をおさえることによって,よりfr.1度の高い予測が可能となってきている｡

さて,生活の内容をより一層月体的にとらえるためには,さらにいくつかのT!,月額点があげられる｡

約1に,この報告では,秋生まれ系統群の南下東餌期と産卵畔術朋に対応する南下索餌群,産卵碑h'紺羊と

いう回;那下について,そのijS合矧JkをFZ.LJ掛こしたが,このような回遊群の研究は,系統群の特性をつくり州

すこととの関越で進められなければ'ならないものであり,秋生まれの此((lと一緒に漁捜される容生まれのJR

他の生活もIjt体的にとらえなければならない｡
節2に,同様に,この回遊群の矧生は,さらに一歩ほりさけた段階で検討されなければならない｡すなわ

ち,各回遊群が内包しているいくつかの仙群の生活を明らかにすることが必要である｡

節3に,回遊群を8]互の閑地でとらえることであるoすなわち,産卵郷脚部は群の作り方が変って小郡と

なり,搾受網では漁獲しづらくなるので,この段階に移行する時期がr:,L】掛こなるが,この移行は全群が一斉

に行なうものではなく,いくつかの仙耶ごとに行なわれる｡したがって,約2の12り軌:i.と合わせて,回遊群

の特性をうきはりさせながら,前の段階における生活の実体をさらに具体的にとらえなければならない｡

またどこで,どれくらいのものが,いつごろ,南下索郎肝として来遊するかについては,当然,北上索糾

群の生活の内容がIi.LJ掛こなる｡

このようなWILIFでkl合特性とそれらの㈹孫を明らかにすることにより,その紙巣をlt践的に弧況予報に用
いることができると考える｡

第4に,この報告でとりあげた秋生まれ系統群の北上索郎Jglと南下索餌Jylの規定である｡これについてほ,
いまのところ大 ･･卜 小型机のEl別漁獲堪数の比率から区別したが,これは個体の質的変化をJ主体的にとら

えていないと考えるので関宿があり,さらに検討して区別の妥当性を確かめなければならない｡

要 約

東経170度以西の太平洋海域に分布するサソマには,辞生まれと秋生まれの2つの系統肝が-lf在する｡そ

のうち,秋生まれ系統群の城机の生活を具体的に明らかにするため,著E-らは,まずサンマの先rffl父附,fl=前

年周期についての仮脱を設けた｡次に,研究対象をより基本的な軌旋肝,すなわち南下索別辞と産卵畔備肝



サ1/マの/暮ニmlに関する研究 (妨 l祁) 秩/Fまれ系統許の成他のJLtn柑七について JI'=)

に区別し,それぞれの段断でAi合様式をとらえるたれ 仰休r日日XI取 付軌間朋旅の2つの側IEliから分析し,

さらに成助や肥満度の諮屈作が,それらとどのように朋避しているかを1959年から 6̀7iFの9カ年の軒fIを

無理して.次の1うなil.柴を料たO

) 従米研究されてきた生r<,移動,成熟なt'の知識を範埋したも1.ill,サソ7には発育段陣として,卯肌

稚.f(lJPl.幼.Tt..肌 JR.I(l)glの4つの段階に区別することができるOまた成flt朋lこ遥すると.生前年周期とし

て,索郎朋 (扶′l三まれ系統群は,これを北上と南Tに分けた)-産卵聯備肌 産卵期にl考別することがで

きる｡

2欣生まれ系統Efの内容を具体的にとらえるため,回遊耶の糾J}桝の船台特性をt-祭した総見 雨下,LWf

打は,広範相に分和しながら,しかも糾対的に襟度が.･:.･.く,かつ分JJの小L･付近にもっとも照躯し雌恥1

ほは同数である (Flg7-8)｡

一方.産卵叩欄 群は.雌雄が分難し.{雌から先行する鵬向を示し,分赦して小杯を形成する(Flgl1-12).

これらのことは,件咋ともに兆jZEして現われる鋭敏で,1軒ド･A糾ef,産卵や仙群それぞれ問fiのu与分相1-

と考えられる｡

3 次に,僻肘札 雌Jtfiaの諸朋操と,成乳 肥満腔の話坑門との関越についてみると 府下索郎肝の'l'で

も成熟がおくれているところでは肥済度が.E:iく,雌J#TiHLM尉二は射 ヒがみられず,密度も大きい また収

熟の進んだ部分では肥満度や密度が低く,しかも雌雄がかたよる仰向がみられる (FIg7-10)｡

産卵叩iil-fGf-でも卵典がより発達しているところでは一肘 こ雌が少ないし.また卵典が前P;-上り未発'Bの

部分では,雌が多い付l向がみられる (FIE12-I3)｡
これらのことは,IR熟の発;BIこよって個体r川と雌脚 1)の関係が射 ヒすることを示すものである｡
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ホ ッコク7 カ ェ t:'が エ ビか ごの網 rlに 止 ま る串 につ い て

小 払 伊 織 ･ 依 EIT .臣

(北海道立中央水産茶換幼)

On theRelative EHlClenCy OtTraps wlth DiHerentMesh

SizestorCatchlng Plnk Shrimp,Pa/zda/t'sborealLSKrayer

TorlKoJTMAandTakashiYoRITA

(Flo以･L7Z-doa,7'LralFLSher▲esExJ,erL'J'leJJLaLSLLZLton)

ExperlrnenLalflShlngforpmkshrlmPSWasConductedlnIshLkarLBaydur■ngAugustOf

1967LOCOrnparetheretaLLVeefflClenCleSOhwoseLS0(trapsWLththeldentlCalshapebutfltted

w･thnetL･ngOrtwod.EEerenlmeshs･zes,18.4mmand264mm respecL'vely

TrapSWILhthesmlll)ermeshcaughtontheavengeabout14t■me与aSmanyShr･mpsasd･d

trapsw.(hthelargermeshsほeThegreatercatchesI)ythesmall-meshedLraFSWere notSEmT)ly

duetothelatter'etnlnlngmoreSmall-sIZedshrlmPS.thecatcheslXrun.IOrallsIZegrOL,PSOVer

ユ35mm .∩cA,apace)engthWeregreaterlnthesrnaH-rneshed trapsLhim ln the la,ge-meshed

ones Tlle reason forthlSdLrlerencecouldnotbeexplalned.

llwasestlmatedthattheefflClenCyOltrapsw)thlnrgermesh s】ZewasIforlargeshrlmPS

wtLhcarapacelengthsEI)greaterthan245mm,butwas0forsnallshnmpswlthcarapacele叩ths

le弱than145mm.ForshrlmPSOElntermedlateSIZe,efl)ClenCyWasrelaLellLOSIZebytheformula

EfFlClenCy=0looI-145

0ntheotherhand.eEflcLenCyOfthesrnal1-me5hed Lr.lpsWasHo√shrlmPSWl一hthecar叩aCe

lengthsgreaterthan171mmandforsh√-npswLthcar叩 i'CClenglhsbetween135and 17Imm,

theFormula EtllCLenCy-0.143E-145maybeapplled ForshrlmT)らWlthcarapace]engthslessthan

135mm,daliLWeretooScantytOl光rmlLestlmLIL10nOEefflC)enCy0(thesnalトmeshedtraFX;.

ま え が き

北海道のエt='かごはもともとトヤITエビを泡盛するために川東されたものであり,その網目は12滞以J･.の

大きさに制限されている (ェt='かご漁菜の許可等に関する取扱方針,昭和40年2月27日施行,北海道)め

で,筆者らが石村帝におけるトヤ17エビとホッコク7カエビの分布と粁掠且を調査するたB,1966年 10月

にエビかごを用いて漁獲したときも,12節のものを用いた｡そのさい,12蹄ではホッコクアカエビの小型な

ものは網目から抜け出る可能性が考えられたので,翌 1967年8月の月度時には17節の網地を入手し,前年

の12節のかごと2種類併用した｡

その&'.I.Ll王をみると,予想されたようにホッコク7カェt='の小型の漁連は 12節のかごで少なく17蹄のかご

で多かったが,予期に反したことIi,網口から抜け.Lil.ることができないとJiI.われる大きさの-tl'でも,】7曲

のかごで12姉のもの1り多くとれた場合がしばしばあり列味をひいたので,ホ･/コク7カエビに対する両唖

のかごの漁獲局数の比較と,網目から抜け.lil.ち,逆にいえは網口にLtまるエビの岬長ごとの串について倹肘



ホJ/コク7カエビがェt='かごの網Elに止まる串について L17

を加え,ここに報てlテする｡

この謁査で海上作A,こ従解された試験船金)iiAの東りaLみElおよびェどの生腰研究をjtI同で行なっている

独禁生物科長上即退治氏から唖･4の協Dをいただいたので,これら各11に対し感謝する｡

使 用 漁具 と調査 方 法

エビかごの描適は弟1回にみられるいわゆる平型であるが,網他には2磯のもの,すなわち,ひとつは200

デニール 12本撚り12節 (結節から紙hTjまでのJをさ132土006mm)ポリエチ1/ソ網他,他のひとつは9

本撚り17節 (kJ.節からもIi蹄ま{･の長さ92土003mm)旭頒網地を用いた｡巴は両様ともカyチ敗色である

那,17節の方が淡く烈褐色である｡TJ:丸 12節かごの大部分は1966iFIOJJに班川したもので.17節かご
は1967年に新調したものである｡エt='を誘引する卯には,掛け餌としてホ′ケ･スケトウダラのうちそのと

きどき{･1桃旅を用い,つぼ折として中型イカナゴのつぶしたものをJllいた｡幹なわに対するかごの妃列は,

12節と17符のかごを交互に10m間隔で結びつけ,各14個合計28倍を用い,さらにその前枚に12節かご22

個をuL=ぴ,全部で50個をひとはいにした｡

F･9.I ShrlrnptrapusedlnLhlSlnVeStlgat10n

この報告で用いたfi糾 ま,Jj:互に払びつけた'ji14個のかごと,それらで池袋されたホッコク7カェビであ

る｡ただし,クコが大網した場か iェt='が全く漁渡されないので,そのかごは汁洲から除外した｡また水故

により漁趣のTL:かったかごも除外した｡漁渡されたエビは,かごの唖加ごとに雄 (未成体と性転換個体も含

む)と雌を区分し.その尾故や東胸甲良 (限芯後縁から背rllのrf,火後援までのF<さ)などを卸雇した｡

結 果

調査(1,排冬岬沖合いから小f8唯におよぷ石狩湾北方海域の水探 200mから700mまでの探海で合計21力

点行なったが,12節かごと17節かごの軌&性能の比較に不適当なものを除くと17れ!F.分となった｡これら

についてェどの軌趣Iij政を水理すると第1袈-火洲他のとおりであり,それ らのエL='の97i肘 日長組成を継,-,I
すると第2去トlE測tJItのとおりである｡

12節かごと17蹄かごの汎姓性能を比較するため 他用かご数を同じにして計井すると邦l訪卜引P.lullのよ

うになり,それをLgl示したのが第2Lglである｡この回から雄の場合,(17節かごの晩鐘曜数)T(12節かごの

独姓足数)=S/LZ242に回椋する上うすがわかり,17節かごは12節のそ^1ウ平均約24倍熟度してい

るとみてよい｡ この理山のひとつは.第2話卜実測値一石のSとLのToを比較してわかる上うに,21mm未済

の小型のエビは12節かごから抜け.LIJ.ろ準が多いからであろう｡

経の場合もS/Lz-136に回帰し,17i如 ､ごの熟度成折が12節のそれよりすく･九ていることを示してい

る｡この理由が椎のように飼E]から抜け出ることに 上るものか どうかを凋べる1=め第2蓑一実脚低-辛のS
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ホッコクアカエビがェt='かごの網口に止まる率について JI9

としの%を比較すると,両Plの甲長組成は近似し,そのような原田によるものとは考えられないoLたがっ

て原E司を他に求めねばならないれ それがどんな内容のものであるかはわからないO
鰍こおいて17節かごがすく･れているのほ,網ロから抜けがたいことのほかに,雌にみられるような他の原

因も考えられる｡なぜなら弟2表一言F節旧-谷のSとLに J:ると,標本数の少ない265mmと275mmを
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除く全甲艮階掛 こわたり17蹄Iの漁獲尾掛ま12節のそれより常に3割以 卜多いからである｡ ここに第2表-

F,lm 出は,甲良階級ごとに両便のかごの晩鐘性能を比佼しやすいように,(斬 1かご数を各218IMとして求め
た朗胸Hl長組成である｡

0 】0 20 30 40 50 60 70 80

Speclr71enS Caughtbylarge-meshedtrap(L)

F･92 Catchlngrat100lsrnall･meshedtrapstolarge-meshedone

● Females I.Males

考 察

1約日以外の原田で起こる漁獲比率

網Elから抜け出る以外の原田 (以下 ｢他の原因｣という)で17節かごが12節かごよりすく･れている率は,

前記のように雌では平均1.36倍と考えられた｡雄については正確に推定する根拠が乏しいので,一応雌と同

じ伯であると仮定しておく｡

17節かごに対する12節かごの網Flに止まるエビの甲J7{階級ごとの率を論ずるため,抑2袋の12節かご

の汎逝㊤に他の原因で起こる漁獲比率 (以下 ｢補正係数｣という)136を乗じて①′を求め,17節かごの弧

鹿骨と比較したのが窮3表のA棚であるOこの棚のうち偶発的誤差を少なくするため⑧と①がともに20旭

以上の部分だけ取り出して.①′/恩をLgl示したのが妨3凶の･印/.'.TであるO この図に上ると,頭胸甲良が

175mmから245mmまでの各点はほぼ直線に並び,255mmから305mmまでのそれは1の値を上下

し,315mmの.･.!7.はこれらのEtr的 ､ら遠く離れた所に位iLylする｡これらが意味する内容は,2L15mm以下の

ものは網目から抜けIIJ.るために起こったもの, 255mmから305mmまでのものは網Elに全部止まるが,

偶発的誤差によりばらつくもの,315mmでは17節と12節のかごのriぎ】で漁捜性能に道がfJ:いrS)と①参照)

のに差があるとして輪正したため大きく現われた誤題である,と考えることができよう｡

この考えにもとづき305mm以下の補正係数を改めて求めるため,第3回の帆[･Jをみて,245mmから

305mmまでのもので⑨と㊤を比較すると139(-720/519)になる｡この補正線数で305mm以 Fの①を
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捕正しD〟を収め,Sと比較したのが第3表のB棚である｡(DJ/slと①ケ/S7)'tよく近似しているので,Cq/S
の各,!.I.をLg]示しても約3回のそれとはほ'同じである｡

2納Bに止まる串

こうして耕き出したGv,/Sを用いて,12節あるいは17節かごの宙引jに止まる(逆に言えば約円から出る)

エt='のffl長ごとの串を求め上うとすれば,まず次のl】す経が必要であろく
●

網目の大きさと,叩尺と 網Hに止まるエt='の尾故とQ)I;iIに比PJZ姻族が考えられる｡すなわち,E(m I)

でもって 網rlの)長さmで.rPr<Iのエビを漁軽する叫lIの網目選択外に基関する効翠を点わすことにし,
kを托藍の定数としたこき,次の開床が蚊り立つものとろぇる｡

E (m I)EE(km kl) uT

なL･効率は0から1までの値をとり. Llや 1を適える位をとらないから,"r罪値がLlの場合は0,1を超え

るj載合は1とする｡

l二式は石川(1962)が糾し網の網目選択作曲線を求めるときにLv亡いた揃撫であって,この閑g:の碇り立つ仏

r<範囲は瓜純に1ウ炎なる7)I.,体長の大小にかかhらず形態が相似する範Lltlにおいてよく成り立つとしてい

ち (石田1964)｡また掛1この式を発展させて,任要の大きさの網nの選択作曲線を潔めうろことも示した｡
この石田の開床式を用いて計算を訳みるが,その前にホyコク7カエビにrlJ式がt適用できるrfT艮範跡を知

るため.形膿が変化しない範即を調べてみた｡弟JILgは,1965ir'･5月から6月に何萌沖合いで漁擬されたェ

どの州別 li(未発点)をにに使用して求めた肥WE-Kの仙Cある｡Kが一定lkLをとる甲fi範州では形僻もほ

ぼ榊似であると才えられるが,この回によると,示された巌′トil作的rrl長の155mmから2LI5mmまでlま06

内外ではは一定ILfiを示し附tLlの形態であるが,それ以 卜大きくrj:ると,やせぎみになるoところで,約3tgE

から245mrn以 Lのものは 12節の約日から抜け州ないとみられるので,rFlJとの大きい方にも(u式の適川を
蛎げない｡つまり.ilR即Iりモほ 5mm以上のエt='についてll)式が都 flできると考えられる｡

石ul(1962)がu)式を発解させて'得た式は次のようなものである｡ある肘 長隙細 /のそれぞれの網na,1
による軌独h3数をCa/.CtIとL jを｢仕法の‡剛hrIを軌他対敵となったがl･Ilレーンコソの附 q:隅紐 L
の襟度に関逃したA･知の光政とすると,

,I E(a /)-CaI=rI･E(】ji)a
rL E(1/)-Cl/-r/･E(j iL)

∫: . J･"1_ ll:_ト ー･a

E(I /) C.I E(JiL)

(
x

JO
l岩
J
uO.)EPU｡U

IL2)

+ .Males

Jr Fernaleslulhout叩 FS

+ .J f

● ●■■ ■■ ■

15 ]6 J7 J8 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 3) 32

Ca)apcelenglh I

Flg･4 Condtt10nfactorO(-首 ×10')oIp.nkshrLmpSbyeachsLZegrOuP･
W Bodywelght【gl

+ 石EEは刷対的効串と呼び,REで示した.
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いま L1-264mm(12節) 1-184[11m(17節), )-26LIrnm-aとおけは.C.lhま匂/̂に,Cl/はSJ

に約1するoこれらをf21式に代入すると,

J;aL_ E(26i LL =_艶

cllLE(264 語iL) 〔勤

121′

さて 莞 ‡ ′≧25 のとき･# 3回から

E(264 慧 [)-1 とおける｡

よって /≧17Llにおいて L2)′式から

E(264 /)-雷 (2,〟
つまl),頭胸IFl長 174mm以上において①/̂/旨.は,そのままで12節かごの網目に止まる効率を表わすO

次に,ユ2節かごの約円にJhまる効率の式を排正しよう｡訴3L如 ､ら175mmと245mmとの川の①/̂/⑨

は由線の上下に散/FTするとみられるので,それらの回軌比較を慮′ト二乗法で求めると第3Lglの旧線 (実線)

となり,次式で表わされる｡

E (26LI /)Z=0099/-1.･1LI L3)

165mm以Fの97i胸叩)壬の効率には12i/!式が適用できず(21′式によらなければならないOすなわち12)′式
を変形した

E(264 /,-晋 IE(264 莞 ‡ /,

でニー恥 なければならない｡この式に含ま れる E(264 莞 ‡ I)の鵬 -rc-･E3,式から- この式の肌

と1の/ji-･■･.を除き効率は此奴で示してよいと考えられるoそこで】45mmから2L15までの標本仰(･と×)

で回榊だ三線を再訂界すると,

rl(264 L)-00987-143
とlj:る｡したがって,12節かごの網円にzE二まる効率は,偶然的誤差を考l据し係数を冊脚 こして次式で与えて

よいであろう｡

E(264 1)-01CI)I-115 (LH

ただし,0】00L-ユ45-0のとき /telLI5
0100ト ユ45-1のとき L-2LI5

ゆえに E(264 L≧245)-ll

1:(264 1≦145)-OJ
14)I

次に17節かごの網円に止まる効率の式を考えてみよう｡任意の網目)に関する榔糾i(i)式を変形して

E(a I)=EL' ÷ I ) (i),

であるから いま J-18Llmm(L7節)についてLijL胸Irり毒J'の効率を求めると次のようになる｡

(41式と(1)J式から

ol00 ′-145-E(264 /)-E(.84 票 ′)

いま 莞 † ∠-′′ とおけば

E(184 I,)-0100×慧 I,-】45-0143′,1145 .5,

ただし,0143IJ-I45-0 のとき EJ-101

0143/′-iL15-1 のとき J′-171
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ゆえに E(184ll′≧17I)-】1

E(184 I'≦101)-OJ
A15l̀

なお,LおよびI'が lJ15mm以下の個体の形腰が,155rnTn以上の偶作とm似である保障がないので,

検討を要する.

3 得られた式の検討

(1) 12節かごの式について

rj;際に漁獲されたrrlJとごとの度数と,舶述のJtからvFTlされたそれとがよく一致する場合は,その式が正

しく碍びかれたとみなすことができる｡なおこの吻合.式を相びく過鮎で川いた以外のデ【料で一致する必繁

があるが,残念tJ:がらこのようなffMを持ち合わせていないので,さきに式を凍びく過程で用いた一部のも

の,すなわち雄だけのff料で比較してみよう｡

12席かごで漁渡された描か i第2表一計耳lzli一石-Lであるが,言I算 L漁推されるべ き尾数は次式で5-･えら

れる｡

く12節かごに入･,たFT.定F6数)x (12蹄かごに止まる効率)-(17I窮かごに入った推定尾教)

･l･39x(.2恥 ごに止ま- ,一 叩 (2.だjrlF警 護 ,S' 十l･39x(0･100ト .･45,･･-･-･･-価

ただし,(0lL13[-145)と(0loot-145)が負のとき0,1以 J･_のときlとし'<計井する｡

これらを言ITT_して比較したものが第5回であるが.このLg)から一見して両P;のIdLが近似しているのがわか

る｡この近似の状姫を終数的に表わしてみJ:う｡rllfi粁紐ごとの漁眺 教をJ,..r井ヒ汐機 されるべきそれ
をyとして;I-井す九は.xとyとの相調除数Yは098,すfJ:わちγ2は09651となり,(x,y)が血線 L.に

准ぷ健合いは康めて大きい｡この回帰TI3:線を戯小二R法で諌めると

y-0996Ⅹ+05ゝ写X

となり,:t罪lLfiyは実際の汎枚xと放言t的にはは35しいと言える｡

以J_の検討から,12節かごの網目に止まる所的rllJLr<ごとの効率は,145mm以下で0,2Ll5mm以上で1,
それらの小間では約3Lgの和弘 す11:わちtJl)演,14】′式.でRbして銃.1的に大きlL:誤りはないと増えられる.

⊂】.ltJntMrOEmalespe{lmenSrea‖ycal'dtL

[コNu'''berorr71.1lespeelmenS川(lucedFromthecELlun.lnt....

Flg 5 CompiLr】SOnbetweenretLlnumberoflndlVLdualscauglltbylarge-meshed

lmpSand numberofindlVlduatsInducedfrom thecalculalJOn

L2)17前かごの式について

IMtnk:の険討のさい 17蹄かごの式を計井の耗確に班い (-6)式象1V.it),そのLl.･柴,朗胸叩長 日 5mm以上では

ニ1井程数と漁濃尾敦が近似することを示したので,この甲F'範U月の】7尿､かごの式について71iび他の方故で検

討する必要はないであろう｡rii】静 ま145mm以下でも成り立つかどうかである｡

弟 6L糾117蹄かごに入ったと計許される雌の甲r<組成 (161式の一部参照)であるが,エビの親戚について

Ⅶ者らの持っている知謝 こ上ると,①同一年令のものの甲長AIJRはJlI吸噂分布であること,◎約6回のAl成
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Frg6 CarapacelengthcomTmlt10nOfmalespec.rnenSeSLlmi,tedtobe

enter)ntothesmau･mestledtr叩S

のなかに札 まだ排にならない米成仏と, L回排を経致した雌と,2回雄を振放し翌年雌になる作転換のも

のの3つが含まれているとみられる.したがって,205mmに畔のあるlMi雌と性転換のもので岬成され

155mmの谷の左側に :̂成体の山が.あると考えられる｡ このfTl適に基づき.未成体の山の椎は135mmあ

るいはそれ以下にあるとみられるが,その日Iの左､ドJJlはほとんどFrL渡されていfJ:いため正規僧'/yJhTを示さ

ないOこの理由として,軌的甲Jl<135mm未済のエビはやせているので容易に網ロから抜けでろこと ま

た.面皮にいないかそのほかの条件で,かごにはいれない状煙にあることなどがJFえられるが,BL在これら

の理由を確かめる貿料がないので,今後のrl!J越01.として保mLなければならない.,
以上のことから,17節かごの網Rに止まる風的rrl艮ごとの効き斡ま,135mm末掛こついては確定できな

いが,それ以上については(5)A,L51'式がIRり立つとみなして大きな誤りはないと々えられる｡

摘 要

1 ホッコクアカエIt.1を漁獲するエビかごにおいて,網口17肺 (184mm)かごのものと12節(264mm)か

ごのものとの比較では,網目から抜け出る以外の原円に上り,前者は後&-の約 14倍の漁姓を得た｡

2 12節かごの粥口に止まろホッコク7カエビの頭狗叩F{tLJごとの統計的な効率は,145mm以下で0,

245mm以上で1,その中rL;)の甲良では0looI-1L15の式.<･1･えられる｡
3 また17節かごのそれは,17.1mTrl以 Lでl,135mmから171mmまでは0143l-i45で与えられ
る｡

文 献

石m昭夫(1962) 刺網の網口過択性曲線について,北水研雑(25)

(1964) 再び刺網の網R選択性軸線について,北水研潔く29)
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礼文Li,JTi-′7ワどの柄娘のJ正久各

日 lll JJ覧 LJ】

(北海)丘か維fJl水産課与等均I

TheTestlSMaturとLLIOn OrtheAbalone,JluIloIl-∫/ISCLISIlEL/lJIELL

lno ln RebullTskLn(1,Hokk(ltdo,Japan

KyoJIToMÌrA

(I-loA･kELidoll'akkaJ･L7･FLヾJtL"-･L,IE.rperuJJeJ'/tL/Slf∫LL'0,∫)

Thetes●JSmaturallOnOftheaL'alonelnRebun)ゝlan(hvassILlrilerlhlS10logiぐally TherestJhs

oblalnedareaSfolloヽ＼5

1 Theprort5SOfthespermalogenぴlSLStliL的lf)edIntolllt･(りllow)ngtllreeStageslnlht･

ortler】nwhILththeyapl妃aredlnlhetestlS
tl】,sperma10gOnlLImSt.lFiC UI,sl光rm .ltO(yleSSttlj!e. I31.sIMmtltldstage

ThephotomlerOgrLlphsoftheseLireS110Wn‖lI)liILeI

7ntheLes=S,SPermiltOgOnlaareObservedln8日seasons

Secondaryspermntocytesareseenle粥 COmTnOnlyLllanOlllerStiLgeS lllSnSSumCdlllElttlle

matura110tldIVlS】OnLbVelyrat))(1aHlllSSl乙IgC

2 Them.LluriLtlOnOftheleStlSISillsocl.lSnl1etlIntol1VeStilgL･SOnthebas150rSperm.110-

geneS15

11),spcn1Stage t2),reco､,errSt.lge. t3),pre-rnatuT-eStLlge. fl).mature51age

15),SpawningStLlgC

ThepholOTTHCTOgraph50Ethe紙SLagesLlreSllO"∩lnPlatc2

3 SeasonalcondLtionoTtheleStlSOEtheabal()nelnReL)unLbtantlareaSf(Jllows

TesLeSOrthespentStageWereObSer､edlromlateAugusltOI)ccember,oltherecoverystage

from mltldleOctobertoM.lylnnext)ear,01lllepre･malureStagefrom MayLOmlddlcJune,ol

thematurestagel,OmmlddlcJunetolateAugust,andolllleSPaWn･rLgSttlgefro.nLateAugust to

earlySeptember(Text-flg 1)

海産17Jlj只頴の耶LI主の季節的射 ヒについては故多く報rTされているか,柄+形成過程,およびこれに肱づ

いての詳細な報行はオオ/iTイL).カキ9J3)などについてtrなわれているにすぎないE.老剖i荊鰍一)で本税の

卵瓜の成熟について鮒 Lfしたが,引き続き礼文山鹿のエ′アワt:'を川い,耶丁形JRJ也臥 これに瓜づく郁娘
jtイ雌 の判定および耶娘允過の季節的射 ヒなどについて観察してきた｡ここにそのも1.リ王の一部を髄:'け る.

,奉文にはいるにA:たち.心髄i†をi!くに1って純Jtのご助.7;'を賜わり,本文のご佼鎚をいただいた｣ヒ大水

好一声部山本善一郎必掛こ衷心から.luq劫する｡ま1=,fj料の採恥に当り多大の班diJ:を与えられf=礼文払船汀l瓜

実協同組合に深く感mする｡

材 料 お よ び 方 法

JF研究の材料も 1964年9月以降海月1回, 礼文島内海相で採躯したものを用いた｡材料の採火は水探
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10-50m rii】のものをクモ,またはでスをmいてrrない,叡F<,全重砲の州道後.折身との小片をI/'7ソ氏液

に1ウその甥でdtちに閃雀した｡切Fhi通常/ミラ-/イソ法により惇さ5-8F,に作り,イテン-イソの鉄-ヤ
トキノリソとライトグリー./,およびテラフィールドのへ7トキ/リソと- す y./の二三E染巴法を用いて染

色した｡

結 果

l 精 子 形 成

(構原細胞脚〕

bli狼内で見られる伯も:I-1い生殖細胞は折原細胞で.これは燭年前舶内で椴現される｡休止期の榊原細胞は
大きさ約 12lJで.中火に約9I,の核があり,矧Jlには 15J̀内外の1-2偶の球形の仁をもしている (Plate

1.Flg l)｡増殖R期の柵原細砂こTL:ると. 怯径は4-5I,と小形になり, さらに核内には数個の仁が妃ら

れる｡

〔構母細胞期)

荊 1枚柄母細胞財にはいると,まず険IJlで染色糸の振合が見られる (PlaLe 1.Fig 2)｡染色糸は枝の -

楓こntまり塊状となるが,その後核LJiに次執 こ比がって行く｡しかし.均等に按抑二分巾lせず,一般に随の

周辺鰍こ多く位F･:するqLT向がkられる｡附封土約LIJ,である (PI.lte 1.lTlg 3)｡

荊2次t17E3細胞は非常にZliBL機度が少なく,わずかに第 1次柿UAEl他作や,耶細胞U.I.に散A:して見られ
る｡しかもそれらの多くのものは枕に第2次成納分別の･Fr速にあることなどから批零し申開肌 ま非常にhLい

ものと-ろえられる｡卵2次耶ltJ掛目也の核従は約3JJである (Plate 1.FL富･I)｡

〔耶郁 胞 Jpl〕

生鮒抑胞は,筋2次収納/Jl刻を終,-,て,flJi細胞となる｡耶細胞は球形の核をイーし,枝1Jlの染Ci'E'lは改称 こ

IJ･j恥こ災まり, 2僻の染巴質塊をつくるようにfJ:る｡次にこの2個の染巴'Ef塊は,満子の91m71は なる洋粉 で

は小さな門托状となり,また,巾片部となる部LJyでは,その良さを増し.円筒状となり,尾部も形成され柄

了が完成する｡頭部と･1,什部の)壬さは約7I,,ほ部のr<さは正確には粥定できなかったが約40J′Ilil後であっ
た (Plate 1,Flg 5,6)｡

以L耶1-の形成過払の妓要を.出したが,次にこれらの各時朋の,LIL.攻状況を船泊産エ′アワビてIlてみる
と,榊原細鰍 まJ即T=一柄朕内に牧繋される｡また,弟 1次倍は細胞は5月ごろ上l)税祭され,第2次FI71才細胞

は5月下旬ごろから6月上旬にかけて悦察され 耶細胞も5月下旬ごろより6月上旬に扱窮できる1うにな

る｡fll子の形成は6JJ中～下旬に暁子り,7月中仙 こなると約31ilJ]の紙 600〃が僧 が耶TでLjめられるように

なる｡さらに,8月下旬ごろになると耶丁は甘粕 の約8000以ヒに達し政柄が行なわれろ｡放出されない的子
は 12月ごろまでf舶与仙こ観祭される｡

l 精兵私産とその季節的変化

岩鼻は前轍1)でエゾ7ワt:'の卵狼勲雌 を,卵形成過肘こ瓜づいて5段階に区分したが,それと同様に桃子

形成過掛こ基づいてflVLt熟度を次のように51才.分した｡

(政 柄解Jyl〕

杓子放出後間もない肌が主がこの淋 こ当る｡m鵜はその厚さを5-しく減少し,約05mmli7億 になf),外見
は滞い乳白色を重し,lJF鮫の回りでヒダを生じている｡抗史IJl部には榊原細胞から小故はJ.の郁子まで,御車

期のものが見られる (Plate2,FIE.1)｡

【回 復 期〕

柄巣内は稲原細胞のみに1って占められる叫Pは回牧瀬という｡初め折原細胞の虫は非常に少ないが,そ

れらの珊値は分封を排り近し,その数が7;-しく輔bTlする｡柄敬の外見は色影がほとんどなく,肉限的に比の
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Text-F'q 1 Se.lSOnalcll.lngClnleStlCularrr･atur11y

I Spentstage

3 Pre-rnaluTeStilge

2. RecoveryStage

4 Maturt≧slage

5 Spawningstage･

判別はできない (Ptate2 Figs2.3)｡

〔前成 熟 NJ)

枯鵜l小こは耶 測 地の外に祈1次,第2次掛淵 JFBl.おJ:び鞘細胞がLLら九,耶T-が形状されるまでの時
期を踊成熟肋とした｡朽狼の外仙ま乳白色を呈し,rJ_の判別も客筋にできる1うにfJ:ち (Plate2･F'g4)C

〔収 熟 朋〕

構巣全体が乳白色を呈し.その輝きも著しく肥大し,厚い所では3-4mmに連する｡酔帥 には構子が認

められ.次掛 こそのElを増加する (Plate2 F)g 5)0

〔放 打ILPi〕

剛 的 で桃子,榊 i胸の.r.める割fTいが約80クo以 l二になり,放仇HI使lL状態および故も●･fLている時を放耶
朋とした｡この卿 こなると抜放した刺激だけでも放柄を起こすものもある (Plale2-FIE 6)○

以上,病巣の熱延を柄子形成過掛こ基づいて5区分したが,これに戚づいてfL支払産-/7ワE='の榊娘の

季節的変化を見ると Text-r.g lに示したとおりである○

放耶終期の括肘1811下付より12月中旬ごろまで見られる｡lnl役期のそれは 10JJ中旬より5月までの非

常に)引例脚 こわたって見られ,揃成熟卿のものは5月中旬より611下イは で,成熟隅のものは6月小袖J:り

8月下イは で.そして放GIWJのものはBJIFィ,)より9月Fー仙こ比られる｡

考 察

柄境内で椅子が形成されろ過掛こおいて･第2次輯母細胞は他のステー ジの細砲に比して非常にその掛 1

少ない｡また,それらのAlu.の数が既に約2次成約分炎糊の途中にあることから,苅 l次成熟分裂が,終った

後,まもなく第2次成熟分裂が起こるものと推淀される.T- 灯 tR叫土カキ{･同様のことを観I#しているo

礼文島産土ゾアワビの場合,柄典内で鞘細胞から稲子がrl成されるのは,6月下旬ごろに始まり･7月中

旬ごろには構厳の約60%を稲子が占め18月下旬ごろには約8000以上を占めるようになる｡この上うに構

典内に郁子の認められる期間は)㌣掛こ良く･そのと桶娘伽 '.すべて完成された約7 C･iXiさJlるようなことが

なく.郁子形成嵐 Lの撞々の時期の細胞が不ぞろいに見られる｡このため,frW が形成され始めた後の粗度
を区別するには,柄娘内のf.77-の.r,'めるTukU合いをもってすることが最良であると考えられる｡このため一万

億投影横を用いて柄細胞とfirr-の仏醐 促 し (万能推影鰍こ上って棚 汀胞と椅子を区別するのは同姓であっ

た｡)構狼内でこれら2唾の細胞の.㌧める割合いが･約8076以Lとなった時を放机好は した,しかし,政柄期の

栴巣内にも相1数の稲原神職が存在するため,これらF'W 晦と稲子の鼠が100%を･LI-める上うなことはない｡

放卵されず卵放FJlrこ妓された卯は10Jll中旬ごろまでにはすべて崩蟻吸収されて温められなくなる一)｡ しか

し,残存絹子は12Jl中旬ごろまでも桁脱仲こ観察さJt.析娘の回鰍土卵AIの何役より点れる帆17Jが.み られ
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る｡

卵姓と構巣の成熟過鮎を比較してみると,柄地内で第 1次措母細胞が認められるころに,卯胎内では許 1

次卵崩珠期までの卯が税察される｡しかし.梼典内では第 1次構母細胞が認められた按,虚期間内に妨2次

鞘母細胞.僻細胞が認められ その後間もなく柿下が形成されるが,そのころになると,卵沢内には約2次

那-&球期の卵が認められる｡純子,精細胞の農が約80,6前後になった時,卵瓜内では成熟期の卵が沈めら

れる｡

雌の勘合,卵の成長lL作う卵典の形.態的変化は秘めて顕著で外観からも,かなりその熱度を止恥こ判別で

きた｡しかし,雌の塀合杓子ができる以lJTlfこは外観 t.あまり顛著な変化は認められないし,また,組織91片

でも様々の時期の細胞がtlrqRllr7JIF～に相次いでBLわれ,熱度による相過はあまりByi双でなく,また,約7が.'LJ.

来た後には,榊子の牡をもってしかその熟度を区別する方法はなく,肘こ比して樺の熟度の判定はむずかし

い○

要 約

礼文島産-/7ワtfの柄典発途についてaL織半的研究を行ない,次のi.I,A-を持た｡
1. 精原細胞より椅子完成までの過程を観察し,下記の3朋に分けて,その陳要を記述した｡

(11精原細胞ml(2】約位細胞朋 (31柄細胞期

2 精巣内の頼子形成の進行包度を基にして,柄帳の軸旋を次の5朋に区分した｡
(1)放構終期 L2)回役期 (別FiTl成熟∬J (4)成熟期 (5)政柄朋
3 礼文島産-′アワビの耶腿の季節的射 ヒを調べた結凪 政柄終期の脚性は8月F旬上り12Jlごろまで見
られ,回数朋の柄鵜は10Jl中旬より翌年の5Jl*でのF<Rnr榊こわたって税解された｡さらに-5′に ろよ

り6月中旬まで前成軌脚の柄Riが.6月申i')ごろより8J=1卜旬まで成軌朋のm腿が認められ,放frrJU)のfr●t
Aiは8月 ド旬より9)!上1lJの間に観察された｡

文 献

1) Cog,W.R & TL,R71EL.H ∫.(1938) JMorJ･h,6291-Ill
2) T■▲NTER,D.T.(1958):AILSI_Jo〟r.Freshw.RpS,9日 144-158

3)Cog.W.R(1931).IB10IBLLIl.,61309-315

4) 詰田恭司 (1967) 北水筑報 m 1-7
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Plat●I SLag鴨 InSPermatOgeneSis.
Fi)【edinthu■n'sfluldandsta■nedwltl-He■dcnhain'shaenutoxyl■nAllligurebareofsame
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PlatO2 MiLtuTatIOnOftestts
FIXed.∩Ebu.n'51Jutdandsla.nedwJt7-日eLdent-i"n'shaenaloxyl'n A‖r'guresarcoTsame
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F･g･2 Reeoyerysltlge,COllet=tedonJ.lnu.Try27

Fig3 RecoverysttlgC,COllecLe-IonAprIl22

FigLI Pre･m.LLLLrCSl.lie,COllecLedonJune3

ng5 MLItUreSttL的 Cr)tteCtedonJuly15

Flg6 SpawninJ̀StllgCCOHecLl=donAugust23.



62 北海道立水産就敦甥報告 第9号 耶和Ll3年971

各棟添 加物 付与 に よ るイ カIJl肢 の悪 臭 発 生

防 除 効 果 につ い て

奥 IL] 行 雌

(北海道立南虎水産訳換場)

EffeclsoIDifferentAdditiveslo PreventUnpleasantOdors

During StorageofSquidLIVerSOrLiverResidue･

YuklO OlくUDA

(JIIokji･aldoHL7丘odaLeFL'shel･LeSExpeTILmenLaESLaLLO,･)

lthasbeenretxwtedthatthedegreeotunpleasanlo【lore.IMLe(lbystoredrawsquldliveror

1.yerresidues･sass∝LatedwllhtheirdegreeoHreshnessIlf,eshne55COul･lbemalntalnedduring

storage.suchbadsmellswouldnot∝Cur

lnth･sreport,theeElecLSOladdingvar.Puscompounds(d-flerenttlntlSePllCSubstancesonthe

market.gluco駅,1actLCaCldbac一erla.glycerolandsorb･10Ⅰ)LOpreventSPO-1agearede弘r-bed

Amongseveralcornmerclatanl■sept■csubstancesLeSled.AF-2sht)wedcons.Stenl】yg00dresuILs.

butthedu-at･Onoftheeffectwasshort GLycerolandsorbILOlgiLVetllsog叩 くlresutLS.buteLfecls
Werenotstable

ThemosteffecLIVeresultswereprovLdedbylaCLIC.lCldbaclerlaOrbygluco紀. Inthese

cas怨.thetest】rverorI-vcrreslduehadnobadsmell However.iElnsuLflCLentquantlt■eSOE

gluco詑 Wereused,smellsasbadasthoseofthecontrolsdeveloped

耗 書

イカ内臓を容掛こ入れたまま工場の一隅に放配した勘合,またイカ内戚より採nllしたのち廃液をそのまま

'uvIいた勘合など,イカ内臓を処理するにあたっては,常に嫌避典の発生することが少なくない｡またイカ内
臓の採油廃液より肥併科朗を斜道する場合.加熱浪紳あるいは俄伐にあたって発生する臭気は.かなり広範

閏にわたって空気中に拡散され,一種の公賓として関係性氏からの苫情の原因となっている｡

この悪臭の成分あるいは城田についてIi,掛 こ谷川ら-),北林らt)によって研究され明らかにされており,

また乾燥時,iA掩時の悪鬼を除去する方掛こついてもいろいろと筑験され報告されている｡I)J)-)I)●)7)
さきに北林ら2)は原科内Akあるいは廃汝の垂下庶低下が嫌悪臭の生成に大きな閑休を有することを明らかに

し,防腐剤の添hlTが押発性塩基窒素,揮発厳などの悪臭成分を抑制するうえに劫火的tJ:ことを報告してい

る｡

甥者は函蛇市立保陛所の依嘱に上り,イカ内旋の_tf度低下防止に対する各純的腺刑の効nl-について比較試

鼓を突施した｡

すなわち,北林らの報告にあるAF-2〔2-(2-フリル)-3-(51ニトロ-271)ル)7クリル椴アミド)の他,

一般的な防腐剤であるソルビソ敵,デヒドロ何倍,安息香侭のエステ/レ配合物などをfuいてその防腐効果な

らびに悪臭生成防止効果を検討した｡

こうしたul鹿刑の技bIlとは別に魚肉もしくは内旋に胎単独あるいは胎と乱倫歯を加えることに上って防腐
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効果のみられることが認められていろ｡IJl)LOJ‖)Lt)l丘)しかもそれら報告中,女らll)は帯の振加は押発作酸の

生収増hILが少ないことを報作しており,イカ内膳からの嫌想見は仰児性酸が);きなLW陳をもっているという

既知の気.状 と対比するならば懇央発生跡目LのLl的達成上陸めて安¶なものと考えられるので,イカ内臓に糖

を昨hllした切付,および桝と乳酸L'Aを添加した場合の効柴についても比較倹肘を行なったo

さらに溝と･は舶らが,葡萄階と共に同じような効架を認めているダリセリL/,およびソルビトールの如き

多価7ルコールの添加効jl王についても比較試験を行ない,これまでの詳報/口t=との比較換討を試みた｡

これらの訊鋲拙架によれは',AF-2を含む各種防腐剤は短時間lこおいてはJC使用の対照1り和光性塩基窒

素の生成をおさえ,かつdLi監臭の生成をおさえるが,日時の扱過とJt-に対.q'.i.とはとんt'益がなくなり.添加

物に上ってはかえって嫌愁臭の発生が著しくなることのあることを認めた｡

これに対し851の虻用は嫌悪臭の抑制上集めて有効であり,この際乳l軌5-の併用繰加はさらに劫火的であっ

た｡クリセリ･/などの添bllは対照よりも憩炎の生成が少ないことを諾めたが,挺出の面から柑=r!り雌が多く

実用的'(･はないと推定された｡

今回の妖艶船架でl蛸5'においても捻出の両でI!り脳があるので, こんご恥の桃打は且,乳酸菌の租朋と樵加
丑について検討を加えることが必要と考えられる｡

-本試験は函館市の委託釈放掛こよるものである｡

拭 放 方 法

I. 供拭内FEおよび供拭採油廃液

イカFAl簾を15mmElのチS'ツJL にかけて破砕し,すでに輔赦して嫌想見を有するrJl蛙を水に懸雨させ

たものを2/100の割合いで加えて良く均一になるよう配合し,これらの一定敢ずつを容掛 ことり供託内臓

とした｡

Llを,R採油廃液としてはイカrJl族を15mm｢lのチ Z, yバーで破砕したのち,帖瀬 (大和化成株式金比魁プ

ロテアーゼp-25,2577神位)003%を水20%品と火に加え,50-55oCにて良く推坪感解させたのち沸騰

させ,水1076を加えて掛だし.押上したdlを除いて冷却させた液に,前IFlJ梯鰍敗液をblJえてよく混合し,

一定生ずつを容器にとり供就廃液とした｡

2 接 点 方 法

供試IJl妊または供託廃液に訳鼓川添加物を別(記の如く加えて良く均一にu缶したのら各一定jJ:を三角フラ

スコにとり,室温または30lC上l●Cの恒温'lj中に保持し試験に供した｡

体裁小火丸の発生状億を祝祭すると火に仲兄性塩基窒表敬をコソrI/エイの赦jJ:拡散法に上り測道した｡ま

た押発恨卦 こついては北林らの方法に恥じ,供託材料に5%硫憶を加え110-C土5oCの〆リセリン浴小にて

30分間鵡滞し,N/10苛性ソー〆絃中に吸収された量を酢憶として示した｡

拭験経過ならびに考察

I. 防腐剤漆加による影Vについて

供託内NEお1び供ス採油廃液に,次の苫1(Tいに各唖防腐剤を加えて良く鮎介し,諜朋輩P.Lまたは30'C上1'C
の恒温器中に貯itL.央/Aの発生状億を比佼すると火に挿発作並進製糸rIiの測定を行なった｡班川した防腐

剤およびその路hrIJPl.:は次の如くである｡

AF-2ウエノ 〔2-(2--/1)ル)-31(5-ニトp-21フリル)アクL)ル憶-/ミド2%含有物〕1g/1kg

ソルビソ廠 (分散性魁.Hr.) 2g/1kg デヒドFL難儀 1良/Ikg

ネオノ γキー/ス (パラ オキ/安息香酸ブチル,/1ラ オキシ安息香腔イソブチル▲パラオキン'安息香恨

イソブpビ′レ含有乳剤) 054g/1kg

紺られた結盟は第1-3&および第1-3Lglに示したとおりである)
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第 1&.妨2衣にみられるように,生肝臓の似合対照-T77のアソそこ7鬼や特火炎などの発生に比べ訊簸晶
はやや避いが,その道はあまり大きくなかった｡防腐剤申DHAや不rメッキソスの旅加は,El時の経過と

共にかえって嫌悲尖の発生が瀬しくなることが.沈められた｡この状憩は第3東にみられるように採油廃液に

おいても?.怒められている｡

さきに北林らt)はイカの内戚が放荘する場所や時期に上って嫌,%i臭の発生状態 に ,鞍のあることを報',]L:し,

その原因として赦生物の関係であろうと推論している｡また耽町叫i腐敗菌を分赦し.それらの益により嫌悪

T-bl●1 EffectolarLtisepllCSubstancesloprevent
aL'adsmeHoccurreddurlngthestorageoE

raw一iver.(StoragelnroomOnSummer)

T4bl'2 EfEecloE.lntisepllCSubstancestopreventa
badsmeHoccurredduringthestorageofraw

llVCT (Sto柑gelnthermostaton300土 10C)

15Lsha憲 三望"d;aL;Shmel.Isharpor-ensives-eltIsha憲 ::SvfaiiS･TellEsh等 憲 まisITc"
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Table3 EffectofantlSePtLCStLbstancestopreventabad

smelLoccurre(L(luringthestorageoHlVerreSldue

(StoragelnlherrnostatoI1300土10C)

2 巨 ainsLmpeyltrid lainstmpey.Lrid l fainstmpeYEri｡ r sharspmpentrid shar1日)UlridsmeI]

.;
+
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a
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1Ah
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1
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SLort･dd･)･

F■g 1 InfluenceolantlSept)CSubsttlnCeSOnthe

lormatLOnOlvolattlebascくLurJng the

storとlgeOfrawllVerlllroomOnSummer

O cDnlrot

------●一一一一1- AIT-2

△ Sorblcacld

- -- ▲- -- NEOMEKKINSU



66 奥田行雄

5 10 15
StoreaJAy

Fl9 2 1nfluenceoEantlSePIICSubstancesOnthe

rorma=onoJvotatlle basedurlng the

s10TagCOfrawllVer)nlherTnOSlatOn300

土10C
O cq･llro1

------●一一一一一一 AF-2
△ SorbiCacld

臭の触かこLBのあることをのペている｡Jt:筑鰍 こ用いた防腐剤の細浦に対する発育肌 ヒ作用や殺卿乍JIJは全

ての微生物に平均に作用するものではなく,徽生物の瞳頬に上って点のあることは既に認められていること

からみて本釈放の如く異なったWJ-腐制を加えた助 命.それぞれの腐敗進行に益を生じ,このようなもI.児を示

したものと考祭される｡

揮発性塩盛宴来生の変化についてみると雛1-3tglの如く,釈較時に上って変掛 iあるが,いずれの場合

にも防腐剤の添加に1って仲兄性塩基肇米比の生成が大きく抑fBIJされることは認められなかった｡この際そ

の筋向は節 1-3表にみられた臭気発生の状膿にやや似ている｡

これらの筑挨弘光において,ul腐剤中点もrE足した抑制状膿を示したのは,AF-2であったが,このAF

-2においても,さきに｣ヒ肘)らの報告した如き讃しい効架は認められなかった｡

木試巌において,兼右は工掛こおける実膳より考えて,AF-2を務Dll後空知こふれる状膿で此花したが,

さきの,北林らは採hll時に株hHhrl無し洋上itllを採取淡試料をポリ滋に密封11)して貯謙している｡ねり魁品に

おいても11)AF-2を虻印し'd焚した製lT7.と)e包処の軌弘ではその貯威性にJTYLJがみられることからみて,こう

した追いが丑を生じた-l対とも考えられる｡

しかし,おもな原掛土北林らのAF-2仙川敬が005%および02ク占と苦しく多く,若者の使J71且が0002

%と斥̀J試鮫にくらべてどしく少ないためと々えられる｡

なお.不オ/プキンスが,生肝族や採nLl腐敗のいずれにおいてもつねに対.LL'i上りも献い嫌悪鬼を生ずる上
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5 IO 】5

Storedday

F19.3 lnlEuenceof.lnuSCPllCSubstancesOnthe

formaLl0nOIvolatllebase (lurlng the

storageoHLVerreSIduelnLheTmoslaLon

300土1cc.

(⊃ coltr01

-----I+--I--- AF-2

△ sorbicacld

- 一一一-1}- 一一- D H A

-- ▲- -- NEOMEKKINSU

いずれにせ1,生肝族,採油廃液ともに,yJJ腐剤の添加による想只発生yJ11L効淋 王Fu糊riiJより期待できな
いものと考えられる｡

2 糖漆加による形書について

つぎに糖味加に1る膨門をみるためIこ,供訳内掛 こ次の如く備萄継を1-10%加えて良く混合し,夏期宝

a,沖 に貯法し,央免の発生状態を比較すると共に抑兇I′暮塩花肇東電の測定を行なった｡また捗了特級派加にlJ

の多いものと少ないものについて揮発酸の屯を軸足してみた｡

作製した訊料は次の如くである｡

a)供訳内接に-'m滑水5%を加えた対IP.

b)供訳内旋rこ葡萄階1%,XL滑水5プoi如lIした試料

C)供課内膿に葡萄捨3%,蒸滑水50,右添加した訳料

d)供託内技に葡萄胎5%,蒸満水5%繰hrlした誹れ



68 奥m行堆

e)眺訳FAl脱に葡萄猷7%.鵜潜水5ヲo旅加した訳fl

I)供訳内旋に葡戦地10%,F'6滴水5アo掠加した試料

妨Jl表にみられる如く肘を加えたものは,いずjtも憾解した火'̂を†Y-う7)I.,7･TE暇品の如き碓想見の允,Jiは

抑制された｡

掠hn於牡の影汗をみると,糖のi忘加島の少ないものIi将敗臭の't戒をigめやすかった｡本式掛 こおいては
5!oi:h上の批 紬 lが好kul･をみ,300以下の一別llは5rlくらいですてに疎放臭を生じた｡

仲兄11'.塩娼窒A,絹LO)変化をみると,祈LILgにみられるごとく5ヲo以l-_の他用は経めて仰.W上効架のあるこ
とが認められてjl･L̂の状槍と良く合致している｡

さきにAミnJらはスケソ肉について折のi如11はT.P鬼H.私娼里,L壬の相加をm)制するが,糖量と搾究性塩基壁ぷ

JNHの閲には.はっきりした閃族がみられなかったと述べているが,本.雌 の5円EIにおいてはやはり倍散と

挿発作塩基の問には比例的結盟がみられfJ:かった｡しかし柑Hlの経過と)tに飴の掠加鼠の多いものほど伴発

作塩基里謡丘の増加を抑制している｡

以上のもJ,JRから1窮するならは,5rlく･らいのBi期間の場合は300く-らいの散見でも効射 王あるが,それ

以上の期r;n放虻をする場合には少なくとも5%の糖が必撃とJfえられる｡

群添hllに上る貯掛 iその機隅からみて,また訪報告よりみてdl然打段憶鼓の増加に1る液 pI-Iの低下を示

すが,この際,臭兄に朗陳の3,い押発憤鼠にどう影神を与えるかなみろため,ユ5rl終丁後,鎌.I_Q臭の著しい
37占舶添加のものと.見失良好な肘100oi如LIのものについて北川らの方法2)に恥じて仰允懐鼠を榔足した｡
そのも1-月さは

棚378韓加の試料 2372JlrngヲC

TZ･bl●4 EFrectolglLICOSetOprevCnlLlbLldSme‖
oCcurrc(l(lurlr唱LllCSLor.lgCOfrawllVer.

(StoragelnrOOtl10nSummer)

2 pulridsmell soursmell odor odor odor odor

3 sharppuLridsmell fainlPutrid Ferment Ferment Ferment ferment

smell odor odor odor odor

8 〟 sharpputridsmell fermePlodorwllhfaintputridsmell fermentodorwithーaintputridsmell 〟

可
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Storl･thlal

F･'9 4 Influenceolg一ucoseonthetormalionOl

voILItllebase(LurlngtheStorageOrr{lW

LIVerlnroomOnSummer

O oonlrO1

------●- --- g)tlCく応e

一一一一一一∠ゝ--一一一- //
- -- ▲- -- /∫
□ 〟r I 1
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糖100占掠加の試料 10350mgOo
と,松見の榊加に朗陳なく嫌慾,rLの強いものは作発憤のinも多かったE,

3 韓と乳畷首使用の形Vについて

触拡加にJ:る効kiはrJ機憶のJt三成に鵜づくpEIの低Tと乳恨杓などの先frによるものとされているので,

tJも訳内臓に剛と乳惜121を/mぇた似合の劾5F三について検討してみた｡すなわち次の如く胎と乳酸滞液を加えて

良く泥介し.宮子室溢小に貯まし,火気の発生状態を比較すると)I:-に.相対IL4iA･窄宗旨'':を測定した｡
茨f:1としては次の如きものを作動した｡

a)供託内Jiに蒸滑水5グOを加えた対照

b)供託内旋に乳朽圭商液5%を涼加

C)供訳FAl膿に葡萄鮮りふ,乳酸菌液590繰加

ll)供釈内誠に葡有j馳5%,乳酸両液5%掠加

e)供訳rJl族に葡萄依10,6 乳酸菌液5%添加

tJ:お木釈放に用いた乳恨梢は椛吊三左'Grr"Jゼ輔の笹油用のもので,I,PllJOl,N '('､myltに屈する菌塊で特

に乳厳生射たノ)が強い稚株と urL,plocO((′日 に揺する特殊の乳帆Ylで香気を引き立てる力の強い乳椴菌を

併用したものといわれる｡ この穣鮮J曲をTW定のノi法によりJ吉光したものはユmL叫たり109の乳頼菌を含む

といわれている｡

糾られたkI,児は第5表および第5回に示したとおりである｡

滋にみられる如く単にfL憶甫のみを使用したものは対照に比べて唖患臭の先生を抑制するが,その期間は

短いようである｡

Tabr'5 1ミrfecLOflactlCaCldb.lC(erltl Wltllg一ucoseto
preventabadslnetloccurreddurlngthesl0rage

olrawl･ver (StoragelnroomOnSurnmer)

6′′ agb,Twdtohn.brmaggot abandonbygrowlholmaggot 十 〟7一′ l 〟 〟
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S一OreJ JJ)

F■9 5 1ntluenceofgtuco父 andlacllCaCldbarter)a

ontheformal)OnOfvolatllebasedurlnglhe

s10rageOFraヽVllVerlnroomOnSummer.

0 ロ)ntrot

G k ic●ddbd eriL+duft■亡

- ･一一- ●- 一一-.･.･. 〝 + 〟

一一一一一一△一一一一一一 〟 + 〟

- 一 ▲ -- 〟 +〟
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T仰
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SIOr●dJ■y
Fi9 6 ContrastofglueoseandJ!lucoselVllhlactlC

acldllacLer】aOnthelormauonorvolaL)1e

basedurlnglheStorageOlr乙LW llVerLn

rOOmOnSummer
O cmtrot

- - A- - glucose l!0

- - ▲- - glucose10/6+1acLtc乙lCldbacLerla

---一一-〇一一一一一一 glucose 5%
一一一1I-●1----- gluco班5%+1actlCaCIdbacterl8
- -- D- -- glucose1070

- -- I- -- glucoselou+lactICaCldbacterla
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拙1%と乳酸菌をJmえたものほ乳恨珊のみの切fTと大差が認められない｡これに対して糖を5%もしくは

10%と乳便浦をmいたものはかなりJを】抑こわたって嫌懲臭の生成を防く･ことができた｡

仰魔性坂北額射 .I,についてみるとklFl(i.と乳矧n.のみ脆加のものでは大益がなく,階を1%hllえた切/Lr日工や
や少なく5%以｣は大きく増加が抑制されている｡

馳1%と乳恨碑を用いたものが乳酸曲のみの,L式fトと火災において人造が認められないのに仰発性Bi基窒崩

.Ei'.がはるかに少ないことは蛸悪臭の主体が仰矧1'塩At;領索以外にあるためと推進されるO

以卜の打状 からみて乳酸歯を班川するJi;ifT,L那粗放では効JRが少なく糖の併用が必要であるか,LObのよ

うに少ない場合は劾児が少ない｡貯蔵口数に応じた抱的tの変化を巧える必要がある｡

槻単独と幣と乳酸菌を桝fT7した場lJlの揮充性粘A･男娼];比 比較してみると第6回に示したとおりである0

回より明らかなように雛と乳酸筒の併用は触単独の幼伽こ比べて劾児があると考えられる｡

なお1%と5矧ulの耶牡の射 ヒによる形艶 乳酸菌の純焔と偶数のおよはす影背などについては次の練会

に検討したい｡

4 グリセリン,ソルビトール添加の影響について

供託内臓に次の如くグ1)七.)ソあるいはソルビト-ルを加えて良く況余し300土10CのtFd払い粁1'にJri就し

て臭気の発生状態を比較眺'#すると火に挿発作塩基窒素;Lkの洲態を行なった｡試料は次の如く作収した｡

a)供試内膜に訴滑水5アo臨加1した対照

l-)供試内臓に〆1)也))I/2タO.諮滞水5%綜加

C)供託内臓にグ1)セリl/5アO,崩河水SPo旅加

(l)供訳内臓にソルビトール (90%)5%,tltt潮水5%綜加l

即ちれた結果は第6表および節7回に示したとおりである｡

lJiにみられるごとくダリ七リノの旅加は嫌悪火の抑制l.効n主がみられた｡この際2'])七L)ソ2%あるいは

ソルビトール5%の旅J)lHま姐 UZrHJの効コ主がみられるようであるが,Jiくなるにしたがって嫌悲臭が必くね:っ

てくるOこれに対しグ1)セ1)ソ5クOの鯨加は 18rl後においても娩想見は少なかった｡

抑発作鮎)占窒素削こついてみると節7回のbJIく6口Elはほとんど点が認められないが,9｢川 にははっき

TaL'le6 Ellectolglycerolorsorl)】10110】)reVenta
badsmelloccurreddur‖鳩 theStorageOf

rilWllVel(Storagelnthermostatln300土1cc)
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SloTedd?y

F･9 7 Illl]uenceofgLycerolorsorb】tolotlthLA

format10nOfvolatllebasedurLngthe
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300土lOC
O umlro1

-----1△1-Ill- gLycero12ヲ0
- -- ▲- I- glycerol50/6

- - ●- - sorbltO15%

りと益が認められ,18EIHにおいてはグリセリン5%鯨加が,澱も少ない伯を示している｡

庶らn)はさきにスケトウダラ肉についてグL)セリ'/添加は船の締加と同じような変化が認められ.ただ変

動が大きく一定の帆ajの認められない旨雑件しているが.A,･LA掛 こおいてはさきの糖添加の朝命と同じく嫌

慾臭抑制上効果的なことが認められた｡

5 各種方法の比軒について

著者はこれま'C,いろいろな方法について嫌悪央先生防止効火を検討してきたが,これら試験中それぞれ

のうち点も効Ai的と考えられる,AF-2を用いた場合 葡萄糖Iii独班用の場合,葡萄胎と乳酸Ialを併用した

場合,グ1)七))I/を添加した似合の4つの方法について撫綜加の対照-ruと比較検討をしてみた｡

供試内股,供訳採納廃掛 こついてはさきの訳料作魁に神じ,それぞれ葡萄糖5%.AF12ウエノL/1,000,

ダリセリ'/5%を加えた駄科を作り,無添加の対楓['L'lと)tに30O土 loCの恒狙推L卜に肺成し臭気の変化につ

いて観察すると共に押発作塩基窒素量を測定した｡

なお供試内膜についてはこの他,糖5%と乳磨菌液 (概説HJJのもの)5%を加えた訳料についても比較す

るとともに御苑叔血の洲定を行なった｡

得られた約射 i約7.8表および第8-10回に示したとおりである｡

表および回から明らかなように刈り削こ比較して各銑鉄llJ.,は供託内膜.採油廃液の場合とも良い結盟を示

している｡しかし,その効Ij1-については差がみられ,鬼気の面においても,即発性4i基窒素並,揮発酸見に

おいても助または糖と乳酸菌を加えたものが股も良い結果を示している｡AF12班mは初期においてほ良好

であるが-さきに述べた如く時Elの経過とともに椴も摺発作塩基窒素見の増加が多く,かつ臭気の発生も著

しい｡
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Tab♭7 Contrast0lvarlOuSad一lltlVeStOPreVenta
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Slr)LetLll.1ヽ

Fig 10 ContrastofvarLOuSa(ldLtlVeSOntheformatlOn

orl･olatllebasedurlngllleStorageOHlVer

reslduelnLhermostilt300土1C.

0 ロンTtrOl

- ●- - AF-2

----I-▲一一一一一一 glyccro1
- -- A- -- glucose

グ1Jセリン繰加の試料は廃液においては良いもf,柴を示しているが全般的に使用時に上る変動が大きいよう
で,なお換肘の必要があると考えられた｡

次にこれらの韓bLL物を加えた場合の振出柵こついて訣井してみると.それぞれの単価は多少の変動がある

那,1kg当たりAF-2ウエノ4,500円,葡萄糖80円,グT)七I)ソ60)円,乳酸両液 (1D当り)220円 とし

て肝族または床波 1,CKXIkg当たりに対する所要経掛まAF2ウェノ(1/千)1kg4,500円,術前糖 (5アo)

50kgLl,0α)円,グ1)セリ./ (5プo)50kg30,(X氾円,葡萄糖(5%)50kg,乳酸菌液(5%)50A15,∝巾円-
となり添加物に上り差があるが,いずれにせ上,かなりの経費を要することになる｡

このうち長も'A:いのは葡萄糖であるが,本価格は調味用品の価格であるから,嵐製品を用いれば',さらに

安くたると想われる｡小山氏によれは糖密の班mが.いろいろな而IC最も51ましいと述べられている｡

また本耽奴では乳酸菌液の量をかTL:り多く併用したが,LlうゆなどICは022%く･らいの蚊用であること

から考えて,さらに節減の可能性はあり,鞘の縄だiとともに今後抜染の面とにらみ合わせながら検討してゆ

きたい｡

6 肝JIの姓枠の有無による効果の差につし､て

これまでの試験においては肝巌を破砕したものについて'frlL:ったが,この中で長も良い結果のみられる糖

涼bllについて九ままの肝片をFTlいた場合の効3かこついて比較検討してみた｡

すなわち,次の訳料を作り夏RFl室温に放虻して火気の発生状態をみるとともに5口Elの揮発性塩基望月且

を削り定してみた｡駄科は対JYlとして破砕した内旋,破砕したr勺片に葡萄糖576漁加,九まま内戚に葡萄糖5
%を維hl)wt.合の3つを用いた｡得られた結果は第9讃および折10表に示したとおりである｡
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茂から明らかなように肘をhllえた韻合,対照.E"I,上りは臭覚も少tJ:く挿発作_塩基宝素量も少ないが.,破砕し
放加したものほど臭気をおさえ得なかった｡したがって,僻掠bTIにあた･'てIi少なくとも肝丘を破砕するか.

採油舞液に用いることが効果的と考えられる｡

持 古

本試験においては生肝城を主体として,貯栽時における悪臭発生防止効火について検討してみた｡

今回の筑験も与巣からみて,効果の了軌 捷'L2の両から市販の防腐剤の使Jllはイカ内戚の如きldb格の低いもの

についてはrHJ欄があるのではなかろうかOダリセリソについても同じことがJ,えられる｡

試鼓した方法のうち術伯飴の旅加によるノ)法は践壮両ではAF12ウエノと大農はfL:いが,効niLの耐こおい

てAT-2ウェノ上りも良好であることからみて,最も射 rh巾に近 いものと々えられる｡想見JJi成yJ'1ヒ期間

は糖淡度に上り左右され 低濃度ではむJW.iIであるが5%以 卜ではかな()liJWLn防止できた｡

乳厳粛の班用lこあたって11鮎の併用が必頻である｡今回の試験では乳恨曲班用が多かったため,挺北面で

は高価についたが,効果は船のみの場合より安定H三がみられるようであり,今後乳酸南使用G:の検札 樽唖
の検討を行ないたい｡また脚こついても粗製葡萄糖その他について抜蚊の面を勘案しつつ検討することが必

要と考える｡
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要 約

生内Jiを主体とし.採油廃液とともに,市蔽防腐札 軌 乳酸菌,グリセリン,ソルビトールなどの防備

効児と悪臭発生帆 t効果について検討した｡縛られた結果を要約すると次の如くである｡

】 rF蔽防腐刊の添加は短時El間悪臭の発生を防止するが,その効北はあまり大きくない｡

また時日の蛭冶とともに無漁加の対照品上りもかえって懸巣の才しくなるWs加物も認められた｡

2 葡萄皆の淀加は悪臭発生防止効果が認められたが.1%,3%のように少ない場合,その効果は短い.5グo

以上の場合はかなり艮期にわたる阻止効果が認められた｡

3 mはBbllの幼合ICも内片そのままでは効果が少なく,破砕し溌命する必要がある｡

4 乳俄菌のみの路bllIま効果が認められなかった｡

5 乳較菌と糖を併用する場合は効果が安定するようであるが,肘が1%のように少ない時は阻止時日は短

い,乳酸r'歯の種類に上る差,乳酸菌数のお1はす形抑こついて11,今按さらに検討する必要がある｡

6 クリIt=リソの添加は嫌悪臭発生防止に効果が認められた｡

7 ソルビトールの添hHは短期間効射まあったか長期貯jtにおいては維悪臭が漸くなる｡

8 以上の各法について比較した結果,最も効果のあったのは糖と乳酸菌を併用する方法であり,ついで糖

を使用する方法であった｡

グリセリンも時に劫火がみられたがやや変動が大きカ.った｡AF-2は短期間において効果はあるが,次節

に対IF,tとの道を失なってくるO

9 rdも格の面からは〆1)七1)ソ,乳酸菌についてはr1,.[】哩がある｡榊のLAr用と地と乳僧萌の併用についてもさ

らにllrb格を低減せしめるべく検討することが必要と巧えられる｡
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